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表紙写真：春といえばやっぱり桜。今年も市内
各地で満開の桜を楽しむことができました。写
真は、若泉公園の満開の桜の下ですべり台遊び
を楽しむ親子です。お母さんと桜に見守られて
のすべり台、とても楽しそうですね！

満開の桜の下で

まちのデータ（2010.4.1 現在）
人　口　　81,835（−　65）
　男　　　40,658（−　17）
　女　　　41,177（−　48）
世帯数　　32,576（＋　40）

　（　）内は前月との比較

● 今月の主な内容
● いずみ保育所・発達教育支援センター
　 が開所しました　
● 子ども手当制度が始まりました　
● 集団資源回収で広げよう「リサイクル
　 の輪」
● 太陽光発電システムに対して補助を行
　 います　
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特
別
保
育
は
５
月
６
日
か
ら

　

通
常
保
育
の
ほ
か
の
新
し
い
特
別
保
育

事
業
は
、
５
月
６
日
㈭
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

▽
一
時
預
か
り
保
育

　

保
護
者
の
病
気
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
一

時
的
に
保
育
を
必
要
と
す
る
小
学
校
入
学

前
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

　

利
用
料
金　

１
日　

２
、
０
０
０
円

▽
病
後
児
保
育

　

市
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
。
病

気
・
け
が
の
回
復
期
に
あ
り
、
集
団
保
育

が
困
難
で
、
保
護
者
が
勤
務
な
ど
の
理
由

に
よ
り
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
市
内
在
住

の
生
後
６
か
月
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で

の
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

　

利
用
料
金　

１
日　

２
、
０
０
０
円

▽
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

親
子
で
自
由
に
遊
び
交
流
で
き
る
場
で

す
。
育
児
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
の

ほ
か
、
育
児
講
習
会
な
ど
も
開
催
し
ま
す
。

　

利
用
料
金　

無
料

※
利
用
時
間
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
子
育
て
支
援
課
（
☎
�
１
１
２
８
）

又
は
い
ず
み
保
育
所
（
☎
�
４
８
９
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
み
保
育
所
（
旧
千
代
田
保
育
所
）
と
発
達
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
き
っ

ぷ
」
が
４
月
１
日
、
開
所
し
ま
し
た
。
隣
接
す
る
本
庄
ふ
る
さ
と
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
の
緑
を
有
効
に
活
用
し
、
木
材
を
多
く
取
り
入
れ
た
建
物
の
中
、
保
育
所
で

は
、
通
常
保
育
の
ほ
か
に
一
時
預
か
り
保
育
・
病
後
児
保
育
・
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
特
別
保
育
事
業
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
す
き
っ
ぷ
は
、
発
達
が
気
に
な
る

子
ど
も
を
総
合
的
に
支
援
す
る
全
国
で
も
数
少
な
い
施
設
で
、
保
育
所
と
併
せ
て

子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
る
市
の
中
心
的
な
施
設
に
な
り
ま
す
。

_______________

_______________

所　在　地　　本庄市小島５丁目５番４５号
　　敷　地　面　積　　５，５６２．９４㎡
　　　　建　築　面　積　　１，４３６．６２㎡　
　　　　　　延　床　面　積　　１，２９２．４８㎡
　　　　　　　　保　育　所　定　員　　９０人

開所式のアトラクションで、元気いっぱいに振り付きの歌を披露する旧千代田保育所の子どもたち

施　設　の　概　要



3 平成22年５月１日号

　
早
期
の
ケ
ア
が
大
切
で
す

　

発
達
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
き
っ

ぷ
」
は
、
発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
た
ち

へ
の
支
援
を
総
合
的
に
行
う
施
設
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
発
達
に
課
題
を
抱
え
る
児
童

や
保
護
者
に
対
し
て
は
、
保
健
・
医
療
・

教
育
・
福
祉
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
す
き
っ
ぷ
が
完
成
し
、

こ
こ
に
関
係
機
関
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
集

ま
る
こ
と
で
、
一
貫
性
・
継
続
性
を
持
っ

た
質
の
高
い
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

調
査
の
方
法
に
よ
り
結
果
も
異
な
り
ま

す
が
、
市
が
平
成
20
年
度
に
確
認
し
て
い

る
「
気
に
な
る
子
」
は
、
１
、
１
７
４
人

で
あ
り
、
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
の
約

11
％
に
あ
た
る
と
い
う
数
字
が
出
て
い
ま

す
。

　

問
題
を
抱
え
る
児
童
が
、
集
団
の
中
で

生
活
し
て
い
く
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
い

く
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
行
動
分
析

に
基
づ
く
援
助
が
必
要
で
あ
り
、
発
達
の

ね
じ
れ
が
大
き
く
な
ら
な
い
う
ち
に
、
身

近
で
専
門
的
な
視
点
で
の
相
談
・
支
援
を

受
け
ら
れ
る
施
設
が
あ
る
こ
と
は
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

　

す
き
っ
ぷ
で
は
、
保
健
医
療
的
な
面
、

教
育
的
な
面
、
子
育
て
支
援
的
な
面
、
福

祉
的
な
面
な
ど
各
分
野
で
連
携
を
取
り
な

が
ら
途
切
れ
な
い
支
援
を
行
い
、
発
達
が

気
に
な
る
子
ど
も
た
ち
が
自
立
し
、
社
会

の
担
い
手
に
な
る
ま
で
見
届
け
て
い
き
ま

す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

　

す
き
っ
ぷ
に
は
、
次
の
よ
う
な
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
配
置
さ
れ
、
各
種
の
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
保
健
師
４
人
▽
教
育
委
員
会
指
導
主
事

１
人
（
週
の
う
ち
数
日
）
▽
家
庭
児
童
相

談
員
１
人
（
週
３
～
４
日
程
度
）

　

ほ
か
に
、
医
師
・
臨
床
心
理
士
・
作
業

療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
も
起
用
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
発
達
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
５
５
５
０
）
へ
。

すきっぷのアドバイザー
立教大学　大石 幸二　教授

　このような施設は、仙台市な
ど政令指定都市で計画設置され
てきました。しかし、本庄市の
試みは先駆的で、これまでの本
市関係者のご尽力の賜

たまもの

物だと思
います。今後この施設を拠点と
して、関係機関との連携を一層
深め、子どもたちの育ちと学び
の支援に邁

まいしん

進していただきたい
と存じます。

いずみ保育所の名付け親
及川 久美子 さん（本庄１丁目）

　際限なく湧
わ

き出る清らかな泉
の風情を、子どもたちの健やか
な成長と、先生はじめ親や地域
の人たちのあふれる程の愛情の
支えなどを想像し、「いずみ保育
所」にと思い応募しました。環
境もこの上ない、素晴らしい施
設の名付け親になれて光栄です。

　　　　　　　　　　ホール…行事を行うほか、雨の日は遊び場にも。
　　　　　　　　光

こう

庭…プールも置けるデッキスペースです。
　　　　　　相談ルーム月・星…発達支援の相談を受けます。
　　　　プレイルーム太陽…療育的支援を行います。
　　※ほかに、保育室・病後児保育室・一時保育室・
子育て支援センター・えほんコーナーなどがあります。

子どもたちの

すこやかな成長を願って

３月26日、開所式でのテープカット

施　設　の　部　屋
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子
ど
も
手
当
を
受
け
る
に
は

　

子
ど
も
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
保
護
者
等
の
申
請
が
必
要

で
す
。（
下
記
の
図
か
ら
、
申
請
が

必
要
か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。）

　

子
ど
も
手
当
制
度
の
開
始
に
伴

い
、
３
月
31
日
現
在
で
該
当
年
齢

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主

あ
て
に
、
通
知
・
認
定
請
求
書
等

を
送
付
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、

通
知
を
ご
覧
に
な
る
か
窓
口
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
４
月
１
日
以
降
に
受
給
資
格
が

発
生
し
た
人
、
市
内
に
転
入
し
た

人
、
子
ど
も
と
住
所
が
異
な
る
場

合
等
は
、
通
知
が
届
き
ま
せ
ん
の

で
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象

　

０
歳
か
ら
中
学
校
修
了
前
の
子

　

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人
で
、

　

主
に
生
計
を
支
え
て
い
る
人

※
所
得
制
限
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

支
給
額
（
子
ど
も
１
人
あ
た
り
）

　

月
額
１
３
、
０
０
０
円

支
給
時
期

　

２
月
、
６
月
、
10
月
の
各
10
日

　
（
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
の

　

手
当
を
支
給
）

申
請
窓
口

・
子
育
て
支
援
課（
市
役
所
１
階
）

・
市
民
福
祉
課（
総
合
支
所
１
階
）

用
意

・
印
鑑
（
朱
肉
を
必
要
と
す
る
も

　

の
）

・
申
請
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る

　

も
の
（
健
康
保
険
証
な
ど
）

・
申
請
者
名
義
の
金
融
機
関
預
金

　

通
帳

※
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出

す
る
書
類（
外
国
人
登
録
証
な
ど
）

が
異
な
り
ま
す
。

届
け
出
の
内
容
が
変
わ
っ
た
ら

　

申
請
し
た
内
容
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
、
再
度
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
申
請
が
遅
れ
る
と
、
遅

れ
た
月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
や
、
受
給
し
た
手
当
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
返
還
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
申
請
が
必
要
な
場
合
（
例
）】

・
他
の
市
区
町
村
に
転
出
す
る
と

　

き
・
出
生
な
ど
に
よ
り
児
童
が
増
え

　

た
と
き

・
児
童
と
別
居
し
た
と
き

・
公
務
員
に
な
っ
た
と
き

子ども手当制度が始まりました
児童手当制度に代わり

　４月から、次代の社会を担う子ども
の健やかな育ちを社会全体で応援する
ため、中学校修了までの子どもを養育
する保護者に手当を支給する「子ども
手当制度」が始まりました。
＊お問い合わせは下記へ
★子育て支援課☎�１１３０、市民福
　祉課☎�１３３１（内線３１６）

平成22年３月31日現在、
児童手当を受給していま
したか？

４月１日現在、中学生以
下のお子さんがいます
か？

子ども手当対象外です。
※４月２日以降、新たに転入・出生等支給要
件が発生した人は、随時申請してください。
（申請した月の翌月分から支給対象になりま
す。申請が遅れると、遅れた月分の手当が受
けられなくなります。）

子ども手当受給の
ための申請が必要
です。「認定請求書」
等を提出してくださ
い。

申請の必要は
ありません。
認定通知書が
送付されます。

４月１日現在、中学
２・３年生のお子さ
んがいますか？

増額の申請が必要で
す。「額改定認定請求
書」を提出してくださ
い。

《申請猶予期間について》
　この場合、９月30日までに申請すれ
ば、原則として４月分からの手当を受け
取ることができます。期日を過ぎると、
手当は申請の翌月からとなりますのでご
注意ください。

【注意】
◆公務員の人は、勤務先で申請してください。
◆児童手当の支給が差し止めになっている人
　は、図の内容にかかわらず申請しないと子
　ども手当を受けることができません。

いいえ

スタート

手続きはいるの？

いいえ

いいえ

はい はい

はい



危険業務従事者
　　叙勲に各氏

　自衛隊員など危
険性の高い業務に
従事し、社会に貢
献した人に授与れ
る「危険業務従事
者叙勲」が４月10
日付で発表され、
本市からは次の３
氏が受章されまし
た。

瑞宝双光章
大滝 昇一 氏

（日の出４丁目）

瑞宝双光章
土谷 博 氏

（本庄４丁目）

瑞宝単光章
山形 幸治 氏
（下野堂）
叙位・叙勲

　去る２月７日に
逝去された元本庄
市助役の金井貞一
氏＝宮戸＝の生前
の功績に対して従
六位瑞宝双光章が
授与されました。
　ご冥福をお祈り
いたします。

故 金井 貞一 氏
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一
般
会
計
予
算
な
ど
42   
議
案
を

審
議

　

平
成
22
年
市
議
会
第
１
回
定
例

会
が
、
３
月
１
日
か
ら
25
日
ま
で

の
25
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
条
例
等
17
件
、

平
成
21
年
度
補
正
予
算
12
件
、
平

成
22
年
度
当
初
予
算
11
件
、
議
員

提
出
議
案
２
件
の
計
42
議
案
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
の
主
な
内
容
は
、
条
例
等

で
は
、
厳
し
い
財
政
事
情
に
か
ん

が
み
、
市
長
等
の
給
料
等
の
減
額

措
置
の
延
長
を
す
る
た
め
の
『
本

庄
市
長
等
の
給
料
及
び
期
末
手
当

の
額
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
』
な
ど
。

　

予
算
で
は
、
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
５
２
億
４
、
２
０
０

万
円
と
す
る
『
平
成
22
年
度
本
庄

市
一
般
会
計
予
算
』
な
ど
で
す
。

　

市
議
会
で
は
、25
日
間
に
わ
た
る

審
議
の
の
ち
、
す
べ
て
の
議
案
を

可
決
・
同
意
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
に
三
澤 

力
男 

氏

　

監
査
委
員
に
三
澤
力
男
氏
を
再

任
す
る
こ
と
で
同
意
が
得
ら
れ
ま

し
た
。

公
平
委
員
会
委
員
に
岩
田 
達
夫 

氏

　

公
平
委
員
会
委
員
に
岩
田
達
夫

氏
を
選
任
す
る
こ
と
で
同
意
が
得

ら
れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
に
各
氏

　

市
議
会
２
日
目
の
３
月
２
日
、

選
挙
管
理
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

次
の
４
人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

の
選
出
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　春は新たなスタートを切る季節です。
子どもたちを交通事故から守るため、ま
ずは大人が交通ルール・マナーを守っ
て、お手本になりましょう。

○道路に急に飛び出さない
○道路を横断するときは、横断歩道や信 
　号のある場所で
○信号が赤のときには渡らない
○信号が青になったら、左右を良く見て、
　車が来ないことを確かめて渡る
○道路や車のそばでは、絶対に遊ばない

◇お問い合わせは、実行委員会（本庄商工
　会議所内）☎�５２４１へ

子どもと約束
交通安全ルール

平
成
22
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会

倉林 堅治 氏
（児玉町金屋）

岩田 達夫 氏
（下野堂３丁目）

三澤 力男 氏
（朝日町２丁目）

堀口 恭仁子 氏
（栄３丁目）

上田 裕二 氏
（児玉町八幡山）

内野 隆次 氏
（傍示堂）



平成22年度の国民年金保険料は、
月額15,100円です。
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納制度をご利用ください。
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20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
も

国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
学
生
で
収
入
が
な
い

（
少
な
い
）
な
ど
の
理
由
で
、
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、

申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
に

よ
り
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
後

払
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

承
認
期
間
は
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
事
故
や
病
気
な
ど
に
よ

る
障
害
・
死
亡
の
と
き
の
障
害
基

礎
年
金
又
は
遺
族
基
礎
年
金
の
納

付
要
件
に
も
算
入
さ
れ
ま
す
。

申
請
に
つ
い
て

《
す
で
に
承
認
を
受
け
て
い
る
人
》

　

平
成
21
年
度
に
学
生
納
付
特
例

制
度
を
受
け
て
い
て
、
平
成
22
年

度
以
降
も
在
学
期
間
が
あ
る
と
申

し
出
た
人
に
は
、日
本
年
金
機
構
・

熊
谷
年
金
事
務
所
か
ら
、
引
き
続

き
特
例
制
度
を
継
続
す
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
通
知
が
３
月
下
旬

に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
制
度
を
受
け
た
い
人

は
、
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る

返
信
用
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

《
初
め
て
申
請
す
る
人
》

　

初
め
て
申
請
を
す
る
人
や
通
知

が
届
か
な
い
人
、
学
校
が
変
わ
っ

た
人
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

受
付
場
所　

市
民
課
（
市
役
所
１

　

階
）、
市
民
福
祉
課
（
総
合
支

　

所
１
階
）

用
意

①
年
金
手
帳

②
新
学
年
の
学
生
証（
コ
ピ
ー
可
）

　

又
は
在
学
証
明
書

③
印
鑑申

請
は
お
早
め
に

　

申
請
が
遅
れ
て
も
平
成
22
年
４

月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
承
認
さ

れ
ま
す
が
、
申
請
日
以
前
に
生
じ

た
事
故
や
病
気
に
よ
る
障
害
・
死

亡
に
つ
い
て
、
障
害
基
礎
年
金
又

は
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

「
カ
ラ
期
間
」
と
い
う
の
は
、

年
金
の
受
給
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
が
、
受
給
資
格
期
間
に
は
含

ま
れ
る
期
間
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
カ
ラ
期
間
と
国
民
年
金
の

納
付
済
み
期
間
及
び
厚
生
年
金
等

の
加
入
期
間
を
合
わ
せ
た
期
間
が

25
年
以
上
あ
れ
ば
、
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
カ
ラ
期
間
は
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
に
必
要

な
資
格
期
間
に
も
含
ま
れ
ま
す
。

カ
ラ
期
間
と
な
る
の
は

　

カ
ラ
期
間
に
は
、
国
民
年
金
に

任
意
加
入
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
の
う
ち
、

次
の
期
間
が
該
当
し
ま
す
。

①
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
の
配
遇

　

者
で
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期

　

間
（
昭
和
61
年
３
月
以
前
）

②
学
生
で
任
意
加
入
し
な
か
っ
た

　

期
間
（
平
成
３
年
３
月
以
前
）

③
海
外
に
住
ん
で
い
て
任
意
加
入

　

し
な
か
っ
た
期
間

④
厚
生
年
金
等
か
ら
脱
退
手
当
金

　

を
受
け
た
期
間
（
昭
和
61
年
３

　

月
以
前
。
た
だ
し
、
昭
和
61
年

　

４
月
以
降
に
国
民
年
金
の
加
入

　

期
間
が
あ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。）

※
①
～
④
の
い
ず
れ
の
期
間
も
昭

和
36
年
４
月
以
降
の
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
期
間
が
カ
ラ
期
間
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

カ
ラ
期
間
が
あ
る
か
も
…

そ
ん
な
時
は

　

カ
ラ
期
間
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

人
は
、
年
金
の
受
給
権
に
結
び
付

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民

課
年
金
保
険
係
（
市
役
所
１
階
）、

市
民
福
祉
課
市
民
係
（
総
合
支
所

１
階
）
又
は
熊
谷
年
金
事
務
所
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
年
金
に
つ
い
て
の
ご
相
談
・
お

　

問
い
合
せ
は
左
記
へ

★
市
民
課
年
金
保
険
係
☎
�
１
１

　

１
４

★
市
民
福
祉
課
市
民
係
☎
�
１
３

　

３
１
（
内
線
３
３
３
）

★
熊
谷
年
金
事
務
所
☎
０
４
８
―

　

５
２
２
―
５
１
５
８

国 民 年 金

年金相談を行っています
　年金について不明な点等があり
ましたら、ご相談ください。
日　時　毎月第２木曜日
　　　　午後１時～４時
場　所　市役所１階市民相談室
相談員　社会保険労務士
※事前に電話で予約してください。
★市民課☎�１１１２

20
歳
以
上
の
学
生
の
み
な
さ
ん
へ

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

年
金
を
あ
き
ら
め
な
い
で

「
カ
ラ
期
間
」
は
あ
り
ま
せ
ん
か

〜みんなの未来を支えています〜
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市
で
は
、
次
の
よ
う
な
人
事
異

動
を
発
令
し
ま
し
た
。（
新
採
用
・

退
職
以
外
は
課
長
級
以
上
を
掲
載
）

＊（　

）
内
は
旧
職
で
す
。

４
月
１
日
付
け　

異
動

【
企
画
財
政
部
】

▽
部
長（
水
道
部
長
）亀
田
伸
一
郎
▽

企
画
課
長（
人
権
推
進
課
長
）関
口
博

美
▽
財
政
課
長（
学
校
教
育
課
長
）新

井
次
郎
▽
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長（
課

税
課
長
補
佐
兼
諸
税
係
長
）清
水
隆

▽
人
権
推
進
課
長（
子
育
て
支
援
課

長
）桜
場
幸
男
▽
人
権
推
進
課
副
参

事
兼
児
玉
隣
保
館
長（
総
合
支
所
市

民
課
長
）笠
原
義
晴

【
総
務
部
】

▽
部
長（
議
会
事
務
局
長
）山
中
今
朝

男
▽
自
治
防
災
課
長（
ま
ち
づ
く
り

課
長
）関
和
成
昭

【
健
康
福
祉
部
】

▽
次
長（
福
祉
課
長
）山
口
真
砂
▽
福

祉
課
長（
産
業
開
発
室
長
補
佐
兼
産

業
開
発
係
長
）市
川
一
正
▽
子
育
て

支
援
課
長（
保
育
課
長
）金
子
幸
弘

【
経
済
環
境
部
】

▽
部
長（
財
政
課
長
）中
村
文
男
▽
商

工
課
長（
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
文

化
会
館
係
長
）斉
藤
厚

【
都
市
整
備
部
】

▽
都
市
計
画
課
長（
都
市
計
画
課
長

補
佐
兼
公
園
係
長
）金
井
丈
夫
▽
建

築
開
発
課
長（
水
道
課
長
補
佐
兼
工

務
係
長
）小
内
修

【
拠
点
整
備
推
進
局
】

▽
局
長（
都
市
計
画
課
長
）並
木
聖
二

【
児
玉
総
合
支
所
】

▽
市
民
福
祉
課
長（
健
康
福
祉
課
長
）

金
井
弘
次
▽
産
業
建
設
課
長（
都
市

整
備
課
長
）福
島
秀
雄
▽
産
業
建
設

課
副
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
環
境
産
業

係
長（
経
済
環
境
課
副
参
事
兼
課
長

補
佐
兼
農
政
係
長
）小
林
茂

【
会
計
課
】

▽
会
計
課
長〈
会
計
管
理
者
〉 （
議
会

事
務
局
副
参
事
兼
次
長
）田
島
弘
行

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

▽
教
育
総
務
課
長（
監
査
委
員
事
務

局
長
補
佐
）阪
上
賢
司
▽
学
校
教
育

課
長（
学
校
教
育
課
指
導
室
長
）齊
藤

雅
男
▽
生
涯
学
習
課
長
兼
中
央
公
民

館
長（
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
）根
岸
潔

▽
文
化
財
保
護
課
長（
企
画
財
政
部

副
参
事
・
本
庄
上
里
学
校
給
食
組
合
）

金
井
孝
夫
▽
文
化
財
保
護
課
副
参
事

兼
課
長
補
佐（
文
化
財
保
護
課
長
補

佐
兼
文
化
財
保
護
係
長
）鈴
木
徳
雄

▽
体
育
課
長（
財
政
課
長
補
佐
兼
財

政
係
長
）春
山
康
壽

【
議
会
事
務
局
】

▽
局
長（
企
画
課
長
）境
野
広
明

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

▽
事
務
局
長（
経
済
環
境
課
長
）田
中

知
明

【
水
道
部
】

▽
部
長（
建
築
開
発
課
長
）立
石
茂
則

４
月
１
日
付
け　

派
遣

●
本
庄
上
里
学
校
給
食
組
合
へ

▽
企
画
財
政
部
副
参
事（
行
政
管
理

課
長
補
佐
兼
職
員
係
長
）今
井
和
也

●
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
健
康
福
祉
部
福
祉
課
副
参
事（
子

育
て
支
援
課
長
補
佐
兼
子
育
て
支
援

係
長
）津
久
井
伊
久
弥

４
月
１
日
付
け　

新
採
用

人
権
推
進
課
谷
田
部
優
行
政
管
理
課

平
田
奈
緒
子
課
税
課
真
下
裕
司
・
倉

科
琢
磨
・
吉
田
憲
明
介
護
い
き
が
い

課
内
田
宏
健
康
推
進
課
小
泉
麻
衣

子
・
栗
田
有
理
商
工
課
鈴
木
俊
雄
農

政
課
猪
熊
一
弘
建
設
課
髙
栁
和
広
・

根
岸
徹
都
市
計
画
課
渡
辺
貴
志
建

築
開
発
課
平
野
滋
久
下
水
道
課
福
地

綾
太
拠
点
整
備
推
進
局
齊
藤
大
輔
生

涯
学
習
課
関
根
慎
一
朗
都
市
整
備
部

［
次
長
］酒
井
敦
司（
埼
玉
県
か
ら
派

遣
） 

学
校
教
育
課［
指
導
主
事
］村
田

文
彦（
埼
玉
県
か
ら
派
遣
）・［
指
導
主

事
］白
川
公
一（
埼
玉
県
か
ら
派
遣
）

３
月
31
日
付
け　

退
職

▽
大
墳
俊
一（
企
画
財
政
部
長
） 
▽

中
西
守（
総
務
部
長
） 

▽
吉
川
敏
男

（
経
済
環
境
部
長
） 

▽
細
田
隆（
拠
点

整
備
推
進
局
長
）埼
玉
県
へ
▽
倉
本

優（
拠
点
整
備
推
進
局
参
事
兼
都
市

整
備
部
参
事
） 

▽
福
井
謙
次（
参
事

兼
会
計
課
長（
会
計
管
理
者
）） 

▽
阿

部
均（
教
育
委
員
会
参
事
兼
生
涯
学

習
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
） 

▽
湯
沢

敏
行（
行
政
管
理
課
副
参
事
） 

▽
田

島
利
文（
福
祉
課
副
参
事
） 

▽
大
野

清（
商
工
課
長
） 

▽
戸
井
田
豊（
学
校

教
育
課
指
導
主
事
）埼
玉
県
へ
▽
木

村
健
治（
学
校
教
育
課
指
導
主
事
）

埼
玉
県
へ
▽
田
中
学（
生
涯
学
習
課

副
参
事
兼
児
玉
文
化
会
館
長
兼
児
玉

中
央
公
民
館
長
） 

▽
儘
田
英
夫（
文

化
財
保
護
課
長
）▽
岡
村
幸
二（
体
育

課
長
）▽
根
岸
登（
農
業
委
員
会
事
務

局
長
） 

▽
冨
丘
宮
子（
保
育
課
主
幹

兼
久
美
塚
保
育
所
長
）▽
菊
地
京
子

（
保
育
課
主
幹
兼
藤
田
保
育
所
長
）

▽
吉
田
正
光（
保
険
課
長
補
佐
兼
国

保
係
長
）▽
保
科
博
志（
生
涯
学
習
課

主
幹
兼
本
庄
公
民
館
長
） 

▽
倉
林
政

子（
人
権
推
進
課
主
査
） 

▽
福
本
敦

子（
収
納
課
主
査
） 

▽
徳
世
徳
子（
福

祉
課
庶
務
係
長
）▽
浅
田
陽
子（
保
育

課
主
査
） 

▽
吉
野
光
好（
都
市
計
画

課
主
査
） 

▽
日
向
一
雄（
下
水
道
課

主
査
）▽
湯
沢
美
枝（
学
校
教
育
課
主

査
）▽
倉
林
美
恵
子（
図
書
館
庶
務
係

長
）▽
岩
崎
勇（
秘
書
広
報
課
自
動
車

運
転
手
）▽
新
井
利
秋（
建
設
課
技
能

員
）▽
出
牛
佐
代
子（
学
校
教
育
課
調

理
員
）▽
金
井
や
よ
い（
学
校
教
育
課

調
理
員
）

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

４
月
１
日
か
ら
組
織
の
一
部
を
次

の
と
お
り
変
更
し
ま
し
た
。

・
企
画
課
の
定
額
給
付
金
室
を
廃
止

　

し
、
定
住
自
立
圏
係
を
新
設

・
人
権
推
進
課
の
児
玉
人
権
係
を
廃
止

・
ま
ち
づ
く
り
課
を
自
治
防
災
課
に

　

名
称
変
更

・
福
祉
課
の
福
祉
係
を
福
祉
第
１
係

　

と
福
祉
第
２
係
に
再
編

・
保
育
課
を
廃
止
し
、
子
育
て
支
援

　

課
に
統
合
（
千
代
田
保
育
所
を
廃

　

止
し
、
い
ず
み
保
育
所
を
新
設
）

・
健
康
推
進
課
に
発
達
教
育
支
援
セ

　

ン
タ
ー
係
を
新
設

・
環
境
推
進
課
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

　

係
と
市
民
生
活
係
を
統
合
し
、
環

　

境
衛
生
係
を
新
設

・
児
玉
総
合
支
所
の
市
民
課
と
健
康

　

福
祉
課
を
統
合
し
、
市
民
福
祉
課

　
（
市
民
係
・
税
務
係
・
福
祉
係
・
保

　

険
子
育
て
係
の
４
係
体
制
）を
新
設

・
児
玉
総
合
支
所
の
経
済
環
境
課
と

　

都
市
整
備
課
を
統
合
し
、
産
業
建

　

設
課（
環
境
産
業
係
・
都
市
整
備
係

　

の
２
係
体
制
）を
新
設

・
学
校
教
育
課
を
教
育
総
務
課（
庶
務

　

係
・
施
設
係
の
２
係
体
制
）と
学
校

　

教
育
課（
学
事
係
・
児
玉
教
育
係
・

　

指
導
係
の
３
係
体
制
）に
再
編



４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

宮本町自治会 25 27 22 24 26 27

泉町自治会 13 12 12 13

上町自治会（本庄） 23 25 26 28 23 27

照若町自治会 16 18 19 21 16 20

南本町自治会 17 15 19 17 21 18 16 20 18 15 19 19

諏訪町自治会 10 11 11

山王堂自治会 16 22 21 20

上仁手自治会 ○ ○

本町自治会（児玉） 26 27

本庄東小学校 PTA 12 5

本庄西小学校 PTA 13 20

藤田小学校 PTA 5 4 5

仁手小学校 PTA 23 27

北泉小学校 PTA 15 16

本庄南小学校 PTA 22 9

中央小学校 PTA 22 6

児玉小学校 PTA 22 27

金屋小学校 PTA 21

秋平小学校 PTA 23 28

本庄東中学校 PTA 10 23

本庄西中学校 PTA ○ ○

本庄南中学校 PTA 19 20 25 26

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

本庄すみれ幼稚園 ○ ○ ○

本庄東幼稚園つくしんぼ会 ○ ○ ○

本庄西幼稚園さくらんぼ会 ○ ○ ○ ○

宮本線南友の会 ○ ○ ○ ○

ハート to ハート（本庄） 18 16 20 18 15 19 17 21 19 16 20 20

ハート to ハート（児玉） 4 2 6 4 1 5 3 7 5 6 6

あおぞらグループ井上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハートワーク 5 3 7 5 2 6 4 1 6 3 7 7

下野堂子ども会 24 23

沼和田子供会育成会 6 7

小島子供育成会 9

小島南子供会育成会 ○ ○ ○

万年寺子供会 8 6

杉山子供会育成会 ○

新井子供会 ○

三友子ども会 30

東今井子供会 3

西富田子供会育成会 23

曙中央子供会 ○

上真下双葉子ども会 ○ ○

北泉スポーツ少年団 5

お問い合わせは、★環境推進課☎�１１７２、産業建設課☎�１３３１（内線２２４）へ

　燃えるごみのなかで紙類の占める割合は、およそ40％を占
めています。中には、新聞紙や雑誌類など、きちんと分別す
ればリサイクルできる紙資源が多くみられます。一人ひとり
が分別すれば、大きな力となってごみが資源に生まれ変わり
ます。
　ごみを資源にするために、集団資源回収にご協力ください。

※○印は実施日が未定

団体名 団体名月 月
★集団資源回収予定表

回収するもの 出し方 回収できないもの

紙
類

・新聞紙（広告を含む）
・雑誌類
・段ボール
・牛乳パック（紙パック）

大きさをそろえ、種類別に束ねて
出す。牛乳パックは切り開いてよ
く洗い、乾かして出す。

感熱紙、油紙、カーボン紙、窓付
き封筒、ビニールコーティングさ
れたものなど

金
属
類

・飲料用缶
（アルミ缶、スチール缶）
※飲料用缶以外は回収しません。

中をすすぎ、袋などに入れてまと
めて出す。

スプレー缶、ガスボンベ、ポット、
なべ、家電製品（テレビ、掃除機、
冷蔵庫など）、食品類の空き缶など

ガ
ラ
ス
類

・一升びん
・ビールびん
・ジュースのびん

キャップをはずし、中をすすいで
から、同じ大きさ・種類ごとにま
とめて出す。

ペットボトル、窓ガラス、陶磁器、
化粧品のびん、油びん、割れたび
んなど

※収集品目は、各団体によって異なりますので確認のうえ出してください。

★集団資源回収 
　自治会・ＰＴＡ・子供会等が地域活動として定期的に実施しているものです。積極的に参加することで、リサ
イクルの輪が広がり、ごみの減量と再資源化につながります。
★集団資源回収での分別方法と出し方

8

集団資源回収で広げよう 「リサイクルの 輪 」○
わ

分ければ「資源」、混ぜれば「ごみ」
みんなでやれば、大きな力に！



平成21年度
　情報公開制度・個人情報保護制度実施状況

9 平成22年５月１日号

　

現
在
、
県
内
を
６
つ
の
地
域
に

分
け
て
発
表
し
て
い
る
大
雨
や
洪

水
な
ど
の
警
報
や
注
意
報
を
、
５

月
27
日
㈭
以
降
（
予
定
）
は
、
市

町
村
ご
と
に
発
表
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
町
村
名
称
を
用
い

て
発
表
さ
れ
ま
す
の
で
、
自
治
体

の
避
難
勧
告
等
が
効
果
的
に
行
わ

れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、

住
民
の
み
な
さ
ん
に
も
よ
り
分
か

り
や
す
く
、
身
近
な
防
災
情
報
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
気
象
警
報
や

注
意
報
に
つ
い
て
は
、気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.jm
a.go.

jp/

）や
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提

供
セ
ン
タ
ー
の
携
帯
電
話
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.m

lit.go.jp/saigai/
bosaijoho/i-index.htm

l

）
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
は
、

「
埼
玉
県
の
北
西
部
に
大
雨
警
報

が
発
表
さ
れ
て
い
る
市
町
村
が
あ

り
ま
す
。」な
ど
の
表
現
が
使
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

本庄市情報公開・個人情報保護審議会委員を募集します

　市では、情報公開制度及び個人情報保護制度の適正で円滑な運営や制度の改善について審議する「本庄市情報
公開・個人情報保護審議会」の委員を募集します。
応募資格　20歳以上の市内在住者（すでに他の審議会等４機関の委員に委嘱されている人は応募できません。）
募集人員　３人以内　　任期　委嘱の日から２年間　　報酬　６，２００円（日額）　　　
応募方法　任意の用紙に必要事項（住所・氏名・年齢・性別・職業・電話番号）を記入し、応募の動機を１，２
　００字以内にまとめて、下記へ郵送又は直接持参
応募先　〒３６７―８５０１　本庄市本庄３―５―３　本庄市役所行政管理課行政管理係
応募締切　５月31日㈪（必着）

平成21年度
　情報公開制度・個人情報保護制度実施状況

これまでは…

市町村ごとの発
表でより分かり
やすくなります。

これからは！

実施機関
受付件数 決定内容

合　計
請求 申出 全部公開 部分公開 不存在 非公開

市長 ５２ ３４ １８ １３ ３１ 　７ 　１ ５２
教育委員会 　５ 　４ 　１ 　３ 　２ 　０ 　０ 　５
議会 　１ 　１ 　０ 　１ 　０ 　０ 　０ 　１
その他 　２ 　２ 　０ 　０ 　２ 　０ 　０ 　２
合計 ６０ ４１ １９ １７ ３５ 　７ 　１ ６０

実施機関 受付件数
決定内容

合　計
全部開示 部分開示 不存在 非開示

市長 　　７　 　３ 　４ 　０ 　０ 　７
その他 　０ 　０ 　０ 　０ 　０ 　０
合計 　　７　 　３ 　４ 　０ 　０ 　７

　平成21年度個人情報保護制度実施状況

　平成21年度情報公開制度実施状況
請求：平成18年
　１月10日以後
　に市職員が作
　成又は取得し
　た情報の公開
　を請求権者が
　求めること
申出：請求以外
　の場合　　　

※部分公開および
部分開示の公開で
きない内容の主な
ものは、請求者本
人以外の個人情報
保護等によるもの
です。

市では、「公正で信頼される市政」の実現を目
指し、情報公開制度及び個人情報保護制度を
実施しています。このほど平成 21 年度の実施
状況がまとまりましたのでお知らせします。★行政管理課　☎�１１６１

気
象
警
報
・
注
意
報
の
発
表
方
法
が
変
わ
り
ま
す

★
熊
谷
地
方
気
象
台
☎
０
４
８
︱
５
２
１
︱
５
８
５
８

こう変わります！
（例：大雨警報・注意報の発表）



協議会 担　当　地　区 氏　名

第
二
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

台　町
24〜27支会 須川　貞子
28〜30・33支会 持田　彌榮

諏訪町

１の１・１の２・11支会 土屋　　實
２の１・２の２支会 秋和　千秋
３・９・10支会 小澤　央子
４・５・12支会 大河原喜代子
６・14・15支会 齋藤　京子
７・８の１支会 桺澤ふで子
８の２・13・16支会 吉原日出子

朝日町

１・８・14支会 橋本　和也
２・７・15支会 山田　時枝
３・13・16支会 森　　　彰
４・９・21・22支会 髙橋　幸子
５・６・12支会 松尾　　章
10・11・20支会 坂上　信子
17〜19支会 山田　　稔
23〜25支会（ダイアパレス） 井上美千代

主任児童委員 芝﨑　茂、
野原　章司

藤
田
・
仁
手
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

鵜　森 寿３丁目４〜10・11番の
一部を含む 内田美由喜

傍示堂 全域 石原　重雄

牧　西
１〜13支会 ○ 宮﨑　富男
14〜22支会 大谷八千代

小和瀬 全域 関根　信義
宮　戸 全域 久野　秀男
堀　田 全域 髙桺　章昭
滝　瀬 全域 中村　美江
仁　手 全域 髙栁　和夫
下仁手 全域 福島　和美
久々宇 全域 ◎ 中野勝三郎
田　中 全域 武正　利一
上仁手 全域 茂木　溥子

主任児童委員 金井喜久次、
押山　惠子

　
　
児
童
委
員
協
議
会

旭
地
区
民
生
委
員
・
　
　
　

都島・杉山 全域 青木　和子
山王堂 全域 福本アヱ子
沼和田 全域 ○ 飯塚　　滿

小　島

１丁目（県営住宅） 中島　順子
１丁目１・２番、６丁目 金子　四郎
１丁目３〜11番、千代田
２丁目５番 高木　　晃

１丁目12・13番、５丁目 ◎ 亀田　章江
２丁目１・11番、３丁目
１・７番の一部、４丁目 福田富美子

協議会 担　当　地　区 氏　名

第
一
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

宮本町

１・３・10〜13・15支会 ○ 植原　修平
２・４〜９支会 山田　秀一
17〜21・35・36支会 水澤　紀泰
16・24・25・37・38支会 飯島　佳美
28・29・33・34支会 中嶋　三郎
14・23・30・31支会 田島　純子
22・26・27・32支会 ◎ 山口　　章

泉　町
１〜６支会 淺賀　保子
７〜12支会 松﨑　利子

上　町 全域 川上　芳男

照若町

１〜３支会 大倉　敏幸
４〜９支会 −
18〜22支会 鈴 木 　 勝
10〜12・14〜16・23・24
支会 稲富　久子

13・17・（25・26支会マンション） 中里　真弓

七軒町

１〜８支会 山田　國子
９〜15支会 青木　明子
16〜18・25〜27・29〜31
支会 小野寺幸喜

19〜24・28支会 木村モト子
仲　町 全域 大野　宏文

末広町

１〜３・20〜23支会 梅林　堯子
８〜13支会 鈴木美恵子
４〜７支会 織田澤好美
14〜19支会 八木千惠子

主任児童委員 小林清一郎、
島田千惠子

第
二
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

本　町

１・６・８・10支会 ◎ 清水　正一
２〜５・25支会 松岡　茂子
７・13〜15支会 ○ 山田　　徹
９・21・23支会 設樂　郁枝
11・12・17・28支会 志塚　泰治
16・18〜20支会 柴﨑　　節
22・24・26・27支会 新井　茂男

南本町

１・２・10支会 戸谷　陽子
３〜５支会 鈴木　淑子
６・７・12支会 堀口ハル子
８・９・11支会 遠藤美奈子

台　町

１〜３・31・32支会 川瀬　光俊
４〜７支会 中野　朋子
８〜11支会 樋口　賴正
12〜15支会 春日　和子
16〜19支会 武藤真理子
20〜23支会 石田　幸惠

平成22年４月１日現在　◎：地区会長　○：地区副会長
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民生委員・児童委員は、地域の中で相談や支援を行う人たちです。児童問題や障害者・高齢者の
ことなど、社会福祉に関わる相談に応じています。お気軽にご相談ください。
★福祉課☎�１１４２

　　あなたの地区の民生委員・

　　　　　　児童委員を紹介します



協議会 担　当　地　区 氏　名

旭
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

小　島
２丁目２・３・６・７・10番、
３丁目２・５・６番 田中　静子

２丁目４・５・８・９番、
３丁目３・４番 佐藤　　保

小島南

１丁目 古德美代子
２丁目 小泉　利雄
３丁目１〜４・10・11番 髙橋　和代
３丁目５〜９番 金澤由紀子

万年寺
１〜９支会 村田　近藏
10〜12支会 北村　朋子

下野堂
1〜7・11支会、小島3丁目
6・7支会（ＪＲ高崎線北側） 岩田八千代

8〜10支会（ＪＲ高崎線南側） 有田　祐三
新井・三友 全域 鹿田　里乃

主任児童委員 椙田　晴美、
阿部　正壽

北
泉
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

本　田 全域 井上登美子
新田原 全域 髙山百合子
久下塚 全域 鯨井　良江

けや木
１〜３支会 岩﨑　　卓
４〜６支会 笠原　宥惠
７〜９支会 櫻井　龍雄

四季の里
１〜４支会 ◎ 小暮　康子
５〜８支会 橋本すみ子

栗　崎 全域 根岸　素子

西五十子
１〜10支会 髙山　公子
五十子１・２・３丁目 大塚　君子

東五十子 全域 田所　光昭
東富田 全域 荒井　清子

曙
８〜11、14・15支会 鈴木　寿子
１〜７支会 鶴岡　忠洋
12・13、16〜19支会 大橋　正子

西富田

１〜８支会 髙橋　弘治
９〜15支会 六本木健一
16〜22支会 澁谷　絹子
23〜31支会 ○ 樽井　政子

四方田 全域 中島　若枝
東今井 全域 清水美江子

西今井・共栄 全域 金子　良江

主任児童委員 成澤　克浩、
根岸恵美子

協議会 担当地区 氏　名

児
玉
第
一
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

長浜町 髙橋キミヱ、澤田トミエ
鍛治町 村山佳代子
上　町 石井　照惠、子安　七重
仲　町 宮部　晴美、木村　英紀
新　町 ○ 竹村カネ子、大澤喜久江
連雀町 坂本　順子

本　町 ◎ 杉村　義昭、蓮舎　義史、
小林　節子

下　町 永尾　圧司、永尾　光代、
今井　勝子、田島　和子

蛭　川 阿久津靜子、荒井　國重
下真下 ○ 黒沢　　一
共　栄 須野原洋子
上真下 堀口　愛子

吉田林 山下　梅子、小林八重子、
山田　良一

入浅見 竹澤紀美代
下浅見 黒㟢八重子
高　関 井田　富江
主任児童委員 滝澤　博史、山田美智子

児
玉
第
二
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

第一金屋 中林とき江、村田　桂子
第二金屋 久米　朝江、倉林　智子
第三金屋 高岸　三郎
長　沖 小泉トミ子
高　柳 桺沢光之夫
飯　倉 林下　京子
宮　内 藏内　征子
塩　谷 ○ 松井　和子
保木野 加茂下宣二
田　端 樋口　芳江
秋　山 田中　律子、根岸　滿江
風　洞 堀口　　泉
東小平 根岸　　久
西小平 ○ 間正　明彦
太駄上 ◎ 海北　晴美
太駄中 茂木　宏子
太駄下 設楽　旦子
河　内 ○ 小髙　弘美
稲　沢 山中タマヱ
元　田   −
主任児童委員 内藤　　稔、吉野　弘美

11 平成22年５月１日号

　私たち民生委員・児童委員は、５月12日を「民生委員・児童委員の日」、５月12日から18日の間を活動強化週
間と定め、民生委員・児童委員の活動をピーアールしています。民生委員制度創設90周年記念大会において採
択された「広げよう　地域に根ざした　思いやり」行動宣言に基づき、常に地域住民の立場に立ち、相談・支
援活動を行い、だれもが安心して暮らせる地域づくりを進めています。

　―行動宣言―
○安心して住み続けることができる地域社会づくりに貢献します。
○地域社会での孤立・孤独をなくす運動を提案し行動します。
○児童虐待や犯罪被害などから子どもを守る取り組みを進めます。
○多くの福祉課題を抱える家庭に粘り強く接し、地域社会とのつなぎ役を務めます。
○日

ひ ご ろ

頃の活動を活
い

かし、災害時に要援護者の安否確認を行います。

～広げよう　地域に根ざした　思いやり～
毎年５月12日から18日は、「民生委員・児童委員の日」活動強化週間です！



障害区分 障害の程度
視覚 １～３級、４級の一

部（両眼の視力の和
が0.09～0.12）

聴覚 ２・３級
平衡機能 ３級
音声機能又は言語機能 ３級（こう頭が摘出

された場合に限る）
上肢 １・２級
下肢 １～６級
体幹 １～３級及び５級
乳幼児期以前の非
進行性脳病変によ
る運動機能障害

上肢機能 １・２級
移動機能 １～６級

心臓

１・３級

じん臓
呼吸器
ぼうこう又は直腸の機能
障害
小腸の機能障害
ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫障害 １～３級

肝臓 １～３級
知的障害 Ⓐ・Ａ
精神障害 １級（自立支援医療

費の受給者に限る）

該当となる心身障害者
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市
で
は
「
地
球
環
境
に
や
さ
し

い
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
地
球

温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
家
庭
か
ら
の
排

出
削
減
を
進
め
る
た
め
、
住
宅
に

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し

た
人
を
対
象
に
、
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

受
付
期
間　

５
月
25
日
㈫
～
平
成

　

23
年
３
月
15
日
㈫
（
土
・
日
・

　

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
午

　

前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１

　

時
～
５
時
15
分

※
期
間
中
で
も
予
算
額
に
達
し
た

時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。
た

だ
し
、
５
月
31
日
㈪
ま
で
に
予
算

額
に
達
し
た
場
合
は
、
６
月
３
日

㈭
に
公
開
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

対
象　

次
の
条
件
の
両
方
を
満
た

　

す
こ
と

○
国
が
実
施
す
る
住
宅
用
太
陽
光

　

発
電
導
入
支
援
対
策
に
係
る
補

　

助
事
業
を
受
け
て
い
る
こ
と

○
本
年
４
月
１
日
以
降
に
市
内
の

　

住
宅
（
併
用
住
宅
も
含
む
）
に

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

　

し
た
人
又
は
同
シ
ス
テ
ム
が
設

　

置
さ
れ
た
建
売
住
宅
を
購
入
し

　

た
人

補
助
金
額　

太
陽
電
池
の
最
大
出

　

力
１
kW
当
た
り
５
万
円
（
上
限

　

17
万
５
千
円
・
千
円
未
満
の
端

　

数
は
切
り
捨
て
）

申
請
書
類
の
配
布
開
始
日

　

５
月
10
日
㈪

申
請
書
類
の
配
布
場
所

・
環
境
推
進
課
（
市
役
所
４
階
）

・
産
業
建
設
課
（
総
合
支
所
２
階
）

申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項

　

を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え

　

て
、
本
人
又
は
同
一
世
帯
の
家

　

族
が
直
接
、
環
境
推
進
課
へ
持

　

参
（
郵
送
不
可
）

※
申
請
の
際
は
、
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
等
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
法
人
・
代

理
人
に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

要件 　次の①・②のいずれかに該当する場合
①車両の所有者が該当者本人又は、該当者と生計をともに
　する人で、運転者が該当者本人又は該当者と生計をとも
　にする人の場合
②該当者のみで構成される世帯が所有する車両を、常時介
　護する人が運転する場合

《普通自動車の手続き》
　所有者・運転者ともに障害者本人の場合、直接県税事務
所で申請してください。
　それ以外の人は、５月31日㈪までに福祉課（市役所１階）
又は市民福祉課（総合支所１階）で申請してください。
　減免登録が済んでいる人は、改めて申請を行う必要はあ
りません。
　なお、６月１日㈫以降に申請した場合は、申請の翌月か
らその年度の３月分までが上限の範囲内で減免されます。
持参するもの
①納税通知書　　②自動車運転免許証
③身体障害者手帳･療育手帳･精神障害者保健福祉手帳及び
　自立支援医療費受給者証
④印鑑　　⑤自動車検査証

《軽自動車等の手続き》
　軽自動車等の減免申請については、証明書は不要です。
直接、課税課（市役所１階）で５月24日㈪までに手続きを
してください。
　なお、継続申請の人は、市民福祉課税務係（総合支所１
階）でも手続きができます。

　下表に該当する心身障害者が通院・通学や生業等のために使用する普通自動車・軽自動車等のうち、要件を満
たした場合、障害者１人につき１台に限り、自動車税・軽自動車税・自動車取得税が減免になります。（上限額
４万5,000円。ただし、重課対象の車は４万9,500円。自動車取得税は上限15万円。）

★福祉課☎�１１２５・蕭�１９６３
★課税課☎�１１２２・蕭�１１９１
★市民福祉課税務係☎�１３３１（内線322）・
　蕭�１６３０
★本庄県税事務所課税担当☎�６１５３・
　蕭�２８４４

太陽光発電システムの導入
　に対して補助を行います

つけてエコ！ くらしてエコ！

「自動車税・軽自動車税・自動車取得税」が減免になります

心身障害者の

★環境推進課☎�１１７３



みなさんの情報交換の場
○行＝行事案内　○募＝会員募集

絵手紙つくし
日時　毎月第２・４土曜日
　　　午前９時30分～11時30分
場所　セルディ
費用　無料
問い合わせ
　　　セルディ☎�8851

筋力トレーニング教室
日時　毎月第２・４木曜日
　　　午前10時～正午
場所　児玉中央集会所
費用　入会金500円
問い合わせ
　　　田島☎�3461

本庄合気会（合気道）
日時　毎週土曜日
　　　午後７時30分～９時
場所　児玉中学校
対象　小学生から大人まで
費用　月会費3,000円
問い合わせ
　　　福田☎090-8847-9383

金曜ダンスクラブ
　　（社交ダンス）
日時　毎週金曜日
　　　午後１時30分～３時30分
場所　東台会館
対象　初心者
費用　月会費1,000円
問い合わせ　滝沢☎�0314

児玉太極拳愛好会
日時　毎週木曜日
　　　午前10時30分～正午
場所　セルディ
費用　月会費3,000円
問い合わせ
　　　セルディ☎�8851

このコーナーへの掲載希望や掲載申し込みは、秘書広報課
（☎�1155）へ　※市ホームページでもご覧いただけます。

あて先
〒 367-8501　本庄市本庄 3-5-3　本庄市役所秘書広報課広報広聴係

☎�1155　FAX�8499　※締め切りは５月14日㈮必着です。13 平成22年５月１日号

　卒業式を控えた３月、児玉中学校に
グランドピアノが届きました。これ
は、井上喜代子さん（児玉町児玉）が
アルミ缶の回収から得た収益金で寄贈
したものです。
　井上さんは、15年ほど前に近所の中
林久子さんが始めたアルミ缶の回収活
動に参加し、収益金を学校への寄付
や、老人ホームの車いす、公民館の冷
暖房器具の購入などに充ててきまし
た。その後、中林さんたちが家庭の事
情などで活動をやめた後も、井上さん
は回収を続けました。そして、現在で
は約１２０人の協力者が「あおぞらグ
ループ井上」として活動しています。
　今回のピアノの寄贈に対して、３月
29日、市から井上さんに感謝状が贈ら
れました。

５月生まれのみんな

★６月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真
を募集中です。（応募いただいた写真は返却できません。）
応募多数の場合は抽選させていただきます。なお、今月は
応募多数のため抽選させていただきました。

子どもたちに

ピカピカのグランドピアノを

市
いちかわ

川 遥
はるか

ちゃん(児玉町宮内)

　< 平成 21 年生まれ >
木
き も と

本 優
ゆ う き

輝ちゃん ( 前原２丁目 )
< 平成 21 年生まれ >

塩
しおたに

谷 圭
け い た

汰ちゃん (下野堂１丁目)
< 平成 21 年生まれ >

清
せ い の

野 巧
た く ほ

歩ちゃん ( 児玉町児玉 )
< 平成 21 年生まれ >

塩
しおばら

原 瀬
せ り な

里奈ちゃん（下野堂２丁目)

　< 平成 20 年生まれ >

★お誕生日おめ
でとう★これか
らも、いっぱい
食べて、いっぱ
い遊んで、元気
に育ってね！

はるちゃん、１歳
の誕生日おめで
とう !! これからも
たくさん笑って
泣いて成長して
いってね。

２歳のお誕生日
お め で と う ! い
つも笑顔のせり
ちゃんでいてね♡

１歳のお誕生日
おめでとう。巧
歩の笑顔が大好
きです。

１歳のお誕生日
おめでとう♡お
兄ちゃんとたく
さん遊んで大き
くなってね！

小
こ い け

池 恵
よ し と

翔ちゃん・恵
え な

愛ちゃん
( 日の出４丁目 )　< 平成 21 年生まれ >

お 誕 生 日 お
め で と う ♡
元 気 い っ ぱ
い大きくなっ
てね♡♡
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児
玉
中
学
校
入
学
式

本
庄
南
小
学
校
入
学
式

新
た
な
魅
力
と

　

郷
土
の
伝
統
を

沢
山
の

　

「
祭
り
」
が

見
事
に

　

表
現
す
る
…

満
開
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の

学
び
舎や

へ

４
／
８
入
学
式

▲日本神社春祭り（４／３）

▲こだま千本桜まつり（４／４） ▲産泰神社例大祭（４／４）

▲日枝神社春祭り（４／11）▲普寛霊場春季大祭（４／10）

▲若泉公園桜まつり（４／３）
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長
年
に
わ
た
る
多
文
化
共
生
、

国
際
交
流
を
促
進
す
る
活
動
が
認

め
ら
れ
、
本
庄
市
国
際
交
流
協
会

（
代
表
：
茂
木
多
美
子
氏
）
が
、「
彩

の
国
国
際
貢
献
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

海
沢
和
弥
さ
ん
（
仁
手
・
写
真

右
）
が
、「
第
49
回
全
国
青
年
農

業
者
会
議
」
の
発
表
に
お
い
て
、

見
事
全
国
第
２
位
と
な
る
「
農
林

水
産
省
経
営
局
長
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。
ま
た
、
塩
原
卓
哉
さ
ん

（
下
野
堂
２
丁
目
・
写
真
左
）
が
、

「
第
15
回
埼
玉
県
青
年
農
業
者
研

究
大
会
」
で
最
優
秀
賞
（
知
事
賞
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　備前堀桜の会と児玉町大久保青年会の活
動に対して、桜の植栽、愛護、研究など桜
の振興事業に関し顕著な功績があったとし
て、財団法人日本さくらの会から「さくら
功労者」として表彰されました。

　３月20日から22日まで福島市で開催された第36回全日本クラブバス
ケットボール選手権大会（女子）で、児玉高校卒業生のメンバーを中
心に結成する「ＢＬＵＥ☆ＳＴＡＲＳ」が、見事全国優勝しました。
　「ＢＬＵＥ☆ＳＴＡＲＳ」は、関東ブロックを１位で通過し、全国
大会でも５試合すべて勝利。全試合で２ケタの得点差をつけました。
　優勝したことで、今後は全国のチームから目標にされることと思い
ますが、連覇に向けてますますの活躍を期待しています。
全国大会の優勝報告に来庁した監督兼選手の髙島美希さん（写真左）
と本庄市バスケットボール協会会長（写真右）

▲

「さくら功労者」表彰を受けました

第36回全日本クラブバスケットボール選手権大会

 全国大会優勝！「Ｂ
ブ ル ー

ＬＵＥ☆Ｓ
ス タ ー ズ

ＴＡＲＳ」

彩
の
国
国
際
貢
献
賞
を
受
賞

本
庄
の
農
業
が
各
賞
を
受
賞

３／２８
シルクドーム
　　　〜大久保山

第14回早稲田の杜
森林浴クロスカントリー大会

in 本庄
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あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献
血
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時　

５
月
19
日
㈬　

午
前
９
時

　

30
分
～
11
時
30
分
、
午
後
０
時

　

30
分
～
４
時

会
場　

市
役
所

種
類　

全
血（
４
０
０
㎖・２
０
０
㎖
）

★
健
康
推
進
課
☎
�
２
０
０
３

「
本
庄
市
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
（
後
期
計
画
）」
を
策
定

し
ま
し
た

　

市
で
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
育
成
と
子
育
て

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、

「
本
庄
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
」
（
前
期
計
画
・
平
成
17
～

21
年
度
）
に
基
づ
き
、
子
育
て
支

援
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

前
期
計
画
の
満
了
に
伴
い
、
こ

の
計
画
を
見
直
し
、
平
成
26
年
度

ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
し

て
、
後
期
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

後
期
計
画
で
は
、
次
の
４
つ
の

基
本
目
標
を
掲
げ
て
、
子
育
て
支

援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

①
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

②
親
と
子
の
健
康
確
保
及
び
増
進

③
子
供
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長

　

に
資
す
る
教
育
環
境
の
整
備

④
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
推

　

進
※
後
期
計
画
の
全
文
は
、
子
育
て

支
援
課
、
市
民
福
祉
課
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

★
子
育
て
支
援
課
☎
�
１
１
３
０

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療

養
費
制
度
の
申
請
は
お
済
み
で

す
か

　

お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き

の
自
己
負
担
額
と
、
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
の
自

己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

は
、
月
額
で
限
度
額
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
合
算
し
て

年
額
で
限
度
額
を
設
け
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、

限
度
額
を
超
え
た
分
（
高
額
療
養

費
な
ど
を
差
し
引
い
た
後
に
残
る

自
己
負
担
額
）
は
、
申
請
し
て
認

め
ら
れ
る
と
後
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

本
庄
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入

者
に
つ
い
て
は
、
次
の
人
を
除
い

て
、
３
月
に
平
成
20
年
度
分
（
平

成
20
年
４
月
診
療
分
～
平
成
21
年

７
月
診
療
分
）
の
申
請
書
を
郵
送

し
ま
し
た
の
で
、
ま
だ
申
請
し
て

い
な
い
人
は
お
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
次
の
人
に
は
申
請
書
を
郵
送
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
医
療
及
び
介
護

の
自
己
負
担
額
が
高
額
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年

７
月
ま
で
の
間
に

・
市
町
村
を
越
え
て
転
居
し
た

・
他
の
医
療
保
険
か
ら
国
民
健
康

　

保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　

に
移
行
し
た

・
国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢

　

者
医
療
保
険
に
移
行
し
た

★
保
険
課
☎
�
１
１
１
６

住
民
票
な
ど
を
第
三
者
へ
交
付

し
た
場
合
の
本
人
通
知
制
度
が

始
ま
り
ま
す

　

６
月
か
ら
、
代
理
人
や
第
三
者

の
請
求
に
よ
り
住
民
票
な
ど
を
交

付
し
た
と
き
に
、
本
人
に
そ
の
事

実
を
通
知
す
る
制
度
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
住
民
票
な
ど

の
不
正
請
求
の
早
期
発
見
や
抑
制

を
目
的
に
導
入
す
る
も
の
で
す
。

　

通
知
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
登
録
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象　

本
庄
市
に
住
民
票
が
あ
る

　

人
、
本
庄
市
に
戸
籍
が
あ
る
人

登
録
申
請　

運
転
免
許
証
な
ど
の

　

本
人
確
認
書
類
を
持
参
し
、
市

　

民
課
又
は
市
民
福
祉
課
の
窓
口

　

へ
※
通
知
対
象
と
な
る
請
求
の
種
類

は
、
代
理
人
請
求
・
第
三
者
請
求

で
す
が
、
一
部
該
当
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
市
民
課
☎
�
１
１
１
０

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
「
ク
レ
ー

プ
を
作
ろ
う
」
を
開
催

　

お
い
し
い
ク
レ
ー
プ
を
み
ん
な

で
作
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
22
日
㈯　

午
前
10
時
～

会
場　

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三

　

角
き
ん
、
タ
オ
ル

申
込　

５
月
８
日
㈯
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
８

　

２
０

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎�３６９６

３日㈷・10日㈪・17日㈪・24日㈪・31日㈪・６月７日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　　 　　☎�８１２６

６日㈭・10日㈪・17日㈪・24日㈪・31日㈪・６月７日㈪

戸田競艇（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程    　
11日㈫～16日㈰、６月２日㈬～７日㈪

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

今月の納税納付［納期限：５月31日㈪］
・軽自動車税　全期　・固定資産税　１期

口座振替が便利です。ぜひご利用ください。
−市税夜間収納窓口のお知らせ−

日時　５月28日㈮　　　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課　☎�１１２０　
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　　☎�１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。
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「
第

 60    
回
記
念
埼
玉
県
美
術
展

覧
会
」
の
作
品
募
集
・
開
催
に

つ
い
て

日
時　

５
月
25
日
㈫
～
６
月
16
日 

　

㈬（
月
曜
休
館
）　

午
前
10
時
～

　

午
後
５
時
30
分
（
毎
週
金
曜
日

　

は
午
後
８
時
ま
で
）

会
場　

県
立
近
代
美
術
館
（
さ
い

　

た
ま
市
浦
和
区
常
盤
９
―
30
―

　

１　

北
浦
和
公
園
内
）

展
示
種
目　

日
本
画
（
水
墨
画
を

　

含
む
）、
洋
画
（
版
画
を
含
む
）、

　

彫
刻
、
工
芸
、
書
（
篆て

ん
こ
く刻
、
刻

　

字
を
含
む
）、
写
真　

応
募
資
格　

15
歳
以
上
の
県
内
在

　

住
・
在
勤
・
在
学
者
（
中
学
生

　

を
除
く
）

出
品
点
数　

各
種
目
３
点
ま
で

出
品
手
数
料　

１
点
に
つ
き
３
、

　

０
０
０
円

搬
入
期
間　

５
月
７
日
㈮
～
９
日
㈰

※
応
募
書
類
は
、各
公
民
館
、図
書

館
（
本
館
・
児
玉
分
館
）、
埼
玉
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
pref.saitam

a.lg.jp/

）
等
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

★
埼
玉
県
生
涯
学
習
文
化
財
課
芸

　

術
文
化
推
進
担
当
☎
０
４
８
―

　

８
３
０
―
６
９
２
１

税
務
職
員
を
募
集

　

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、

国
税
に
関
す
る
調
査
や
指
導
な
ど

の
事
務
を
行
う
税
務
職
員（
Ⅲ
種
）

の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

受
験
資
格　

平
成
元
年
４
月
２
日
～

　

平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

　

人
試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程

　

度
採
用
日　

平
成
23
年
４
月
１
日
㈮

《
第
１
次
試
験
》

日
程　

９
月
５
日
㈰

試
験
種
目　

教
養
試
験
、
適
性
試

　

験
及
び
作
文
試
験

合
格
発
表　

10
月
７
日
㈭

《
第
２
次
試
験
》

日
程　

10
月
14
日
㈭
か
ら
21
日
㈭

　

ま
で
の
間
の
１
日
（
第
１
次
試

　

験
合
格
通
知
書
で
指
定
）

試
験
種
目　

人
物
試
験
及
び
身
体

　

検
査

合
格
発
表　

11
月
11
日
㈭

《
受
験
申
込
み
に
つ
い
て
》

受
付
期
間　

６
月
22
日
㈫
～
29
日
㈫

　
（
土
・
日
を
除
く
）

受
験
申
込
書　

５
月
10
日
㈪
か
ら

　

本
庄
税
務
署
、
関
東
信
越
国
税

　

局
、
人
事
院
関
東
事
務
局
な
ど

　

で
配
布

★
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

　

☎
０
４
８
―
６
０
０
―
３
１
１

　

１

　５月は赤十字運動月間です。赤十字の活動は、み
なさんから寄せられた募金により行われています。
今年もご協力をお願いします。
★日本赤十字社埼玉県支部本庄市地区（本庄市社会
　福祉協議会内）☎�２７５５

まちを元気にさせる「外」の目　

　今年も、市内各地ですばらしい桜が咲きました。若
泉公園、こだま千本桜はもとより、古くからの名所で
ある城山稲荷神社、雉岡城跡公園、間瀬湖。その他に
も市内各地の寺社の境内や、大きな農家の庭先にも立
派な桜が咲きました。また、畑の中や山の木立に囲ま
れる中で、人知れず凛

り ん

として咲く桜も見事でした。街
なかでは、自分の家の桜をライトアップして、道行く
人の目を楽しませてくださるお宅もありました。
　３月24日、全国の桜の植樹や愛護運動を推進して
いる財団法人日本さくらの会から、市内の２団体が
「さくら功労者」として表彰を受けました。仁手地区
で備前堀沿いに桜を植えて育てている「備前堀桜の
会」と、児玉地区でこだま千本桜の育成管理に努めて
いる「児玉町大久保青年会」です。１つの自治体で２
つの団体が同時に表彰されるのは珍しいそうです。こ
れも皆様が一生懸命地域おこしに頑張っている証だ

と思います。
　地域も人間も、「外」からの目や評価があることで、
より美しく、より元気に、より良い存在になれるので
しょう。内だけに閉じこもっていては、自分について
の客観的な評価は分かりません。外の目や評価を受
けることで、自分がどう思われているか、どこが長所
でどこが短所か、どうすればより良くなれるかを学
ぶことができると思います。
　もちろん、外の目や評価を気にするあまり、それに
振り回されて「自分らしさ」を無くすようでは本末転
倒です。外の目や評価は、自らをさらに良くするため
の鏡とすべきでしょう。
　私は、本庄市のまちづくりの５つのキーワードの１
つとして「全国に知られるまちづくり」を提唱してお
ります。本庄の美しい自然や、伝統、文化、まちづくり
の営みをもっと外に広め、外からの目や評価を受ける
ことで、自分たちを客観的に省み、長所を伸ばし短所
を改め、ひいては本庄市の活性化につなげられるも
のと考えております。　　　本庄市長

人間を救うのは人間だ。
―Together for humanity―



18

「
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
」
を
開
催 

　

親
と
子
の
心
に
寄
り
添
い
、
子

育
て
を
応
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
、
子
育
て
応
援
団

「
本
庄
び
す
け
っ
と
」
と
共
催
で

開
催
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
接
す
る

際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
や
、

子
ど
も
が
喜
ぶ
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
等
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
ま
た
、
実
際
に
子
育
て
サ
ロ

ン
で
の
体
験
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

５
月
26
日
㈬
・
６
月
４
日

　

㈮
・
９
日
㈬
・
16
日
㈬
・
23
日

　

㈬　

全
５
回　

午
前
10
時
～
11

　

時
50
分
（
６
月
４
日
㈮
は
午
前

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分
）

会
場　

市
民
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー

　

ル
（
６
月
４
日
㈮
は
前
原
児
童

　

セ
ン
タ
ー
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

＊
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

左
記
へ

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
�

　

２
７
５
５

借
金
の
返
済
で
お
悩
み
の
人
へ

　

関
東
財
務
局
で
は
、
無
料
の
多

重
債
務
者
向
け
相
談
窓
口
を
常
設

し
て
い
ま
す
。
秘
密
厳
守
で
専
門

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
お
電
話

く
だ
さ
い
。

受
付
日
時　

毎
週
月
～
金
曜
日　

　

午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
時
～

　

５
時

電
話
番
号　

関
東
財
務
局
多
重
債

　

務
相
談
窓
口
☎
０
４
８
―
６
０

　

０
―
１
１
１
３

★
関
東
財
務
局
総
務
部
財
務
広
報

　

相
談
室
☎
０
４
８
―
６
０
０
―

　

１
０
９
２

「
愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」
を

開
催

　

犬
に
関
す
る
法
令
や
適
正
な
飼

い
方
を
学
び
、
家
族
の
一
員
と
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
犬
の
し
つ
け
方

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

①
講
習
「
法
令
、
犬
の
習
性
、
行

　
動
、
し
つ
け
方
、
問
題
行
動
に

　
つ
い
て
」

日
時　

５
月
18
日
㈫　

午
後
１
時

　

30
分
～
３
時
30
分

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

②
犬
の
し
つ
け
の
実
技

日
時　

５
月
21
日
㈮
・
25
日
㈫
・

　

６
月
１
日
㈫
・
８
日
㈫　

午
後

　

１
時
30
分
～
３
時
30
分

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

※
講
習
参
加
者
は
①
の
み
、
実
技

参
加
者
は
①
と
②
へ
の
参
加
（
全

５
回
）
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
実

技
は
生
後
６
か
月
以
上
１
年
未
満

の
愛
犬
と
飼
い
主
が
対
象
で
す
。

会
場　

本
庄
保
健
所

参
加
費　

無
料

＊
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
☎
�
６
４
８
１

株
式
会
社
キ
ン
カ
堂
の
商
品
券

を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
へ

　

株
式
会
社
キ
ン
カ
堂
が
破
産
し

た
た
め
、
使
用
で
き
な
く
な
っ
た

同
社
発
行
の
商
品
券
（
ポ
イ
ン
ト

及
び
ス
タ
ン
プ
、
お
買
い
物
券
、

お
買
い
物
引
換
券
、
レ
シ
ー
ト
の

割
引
券
は
対
象
外
）
を
お
持
ち
の

人
は
、
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
関
東
財

務
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
申
出
書
は
、
市
役
所
１
階
総
合

案
内
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　

６
月
８
日
㈫
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
関
東
財
務
局
理
財
部
金
融
監
督

　

第
５
課
☎
０
４
８
―
６
０
０
―

　

１
１
５
２

幼稚園名（教室の名称） 実施日時 開始日 住所 電話番号
本庄すみれ幼稚園
（マム）

週１～３回（曜日指定）
午前９時30分～11時30分 開始済み 五十子３−６−24 ☎�４６２３

本庄旭幼稚園
（いちごちゃんクラブ）

月２～３回水曜日
午前10時～11時30分 開始済み 杉山１２４ ☎�３６２６

児玉桜井幼稚園
（さくらんぼ教室）

毎週金曜日
午前10時～正午 ５月14日㈮ 児玉町八幡山５９１ ☎�０４４３

若泉幼稚園
（わかっこ教室）

毎月第２・４金曜日
午前10時～11時 ５月14日㈮ 北堀２０９ ☎�５２６５

本庄青葉幼稚園
（にこにこクラブ）

毎週火曜日
午前10時～正午

５月22日㈯
（全体会） 小島南２−６−39 ☎�３５１０

本庄幼稚園
（いちごクラブ）

毎週木又は金曜日
午前10時～11時30分 ５月28日㈮ 小島６−５−３ ☎�０１８９

本庄東幼稚園
（幼児ルーム）

毎週火又は金曜日
午前９時～11時（２･３歳児）
午前11時～正午（１歳児）

６月１日㈫ 東台３−１−12 ☎�２９３７

本庄西幼稚園
（幼児ルーム）

毎週金曜日
午前９時～11時 ６月４日㈮ 中央３−３−３ ☎�２４１２

私立幼稚園子育て支援事業　未就園幼児の親子教室を開催します
詳しくは、各幼稚園へ直接お問い合わせください。
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ー
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特
別
融
資
相
談
会
の
ご
案
内

　

本
庄
商
工
会
議
所
で
は
、
融
資

制
度
の
拡
充
に
伴
い
、
特
別
融
資

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

設
備
投
資
を
下
支
え
す
る
目
的

で
、
設
備
資
金
の
当
初
２
年
間
の

利
率
を
０
・
５
％
引
き
下
げ
る「
設

備
資
金
貸
付
利
率
特
例
制
度
」
を

取
り
扱
い
ま
す
。
ま
た
、
運
転
資

金
に
つ
い
て
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
21
日
㈮　

午
前
10
時
～

　

正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
（
予

　

約
制
）

会
場　

本
庄
商
工
会
議
所

内
容　

公
庫
融
資
相
談
、
設
備
投

　

資
計
画
の
立
案
等

費
用　

無
料

用
意　

確
定
申
告
書
及
び
決
算
書

　

２
期
分
、
借
入
明
細
等
（
予
約

　

時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
）

＊
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

左
記
へ

★
本
庄
商
工
会
議
所
☎
�
５
２
４

　

１
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
熊
谷

　

支
店
（
国
民
生
活
事
業
）
☎
０

　

４
８
―
５
２
１
―
２
７
３
１

新
規
学
卒
求
人
説
明
会
を
開
催

　

熊
谷
公
共
職
業
安
定
所
本
庄
出

張
所
で
は
、
本
庄
地
区
雇
用
対
策

協
議
会
と
の
協
賛
に
よ
り
、
平
成

23
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
者

を
対
象
と
し
た
学
卒
求
人
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
新
規
学
卒
者
の

採
用
を
考
え
て
い
る
事
業
所
の
み

な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時　

６
月
７
日
㈪　

午
後
２
時
～

会
場　

本
庄
商
工
会
議
所

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
熊
谷
公
共
職
業
安
定
所
本
庄
出

　

張
所
学
卒
担
当
☎
�
２
４
４
８

市
民
登
山
教
室
を
開
催

日
時　

５
月
22
日
か
ら
６
月
19
日

　

ま
で
の
毎
週
土
曜
日　

全
５
回

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

※
６
月
５
日
㈯
は
実
技
研
修
で
陣

見
山
に
登
り
ま
す
。（
午
前
９
時
～

午
後
３
時
）
な
お
、
実
技
研
修
の

み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

会
場　

エ
コ
ー
ピ
ア
会
議
室

講
師　

市
山
岳
協
会
指
導
員

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
（
未

　

経
験
者
も
歓
迎
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
、
０
０
０
円
（
テ
キ

　

ス
ト
代
・
保
険
料
）

用
意　

筆
記
用
具
、
歩
き
や
す
い

　

服
装
（
実
技
研
修
の
日
は
昼
食
、

　

飲
み
物
、
敷
き
物
、
雨
具
、
帽

　

子
、
手
袋
、
履
き
慣
れ
た
運
動

　

靴
も
用
意
）

申
込　

５
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

市
民
歩
こ
う
会
教
室
を
開
催

日
時　

５
月
16
日
㈰
・
23
日
㈰

　

全
２
回　

午
前
10
時
～

会
場　

市
民
プ
ラ
ザ

講
師　

歩
こ
う
会
会
員

対
象　

ど
な
た
で
も

参
加
費　

１
０
０
円
（
保
険
料
）

用
意　

雨
具
、
弁
当
、
飲
み
物

申
込　

当
日
受
付

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、歩
こ
う
会
・

　

井
上
清
（
☎
�
０
７
７
８
）
へ

市
民
剣
道
教
室
を
開
催

日
時　

６
月
６
日
か
ら
７
月
４
日

　

ま
で
の
毎
週
日
曜
日　

全
５
回

　

午
前
９
時
～

会
場　

武
道
館

講
師　

市
剣
道
連
盟
指
導
者

対
象　

小
学
生
以
上
（
親
子
で
の

　

参
加
も
歓
迎
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料
（
用
具
は
貸
与
）

申
込　

５
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

　農地法の改正による標準小作料制度の廃止に伴い、賃借料の目安となる賃借料情報を提供することにな
りました。そこで、平成21年１月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10ａ
あたりの年額）について、次のとおりお知らせします。

○賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、60ｋｇあたり１２，０００円に換算しています。
○金額は、算出結果を四捨五入し、１００円単位としています。
○本庄市平均の額は、各区分の平均値（四捨五入前）をデータ数により加重平均した値です。
★農業委員会事務局☎�１１７９

１．田（水稲）の部
締結（公告）された地域名 平均額

本庄地域 基盤整備地域 11,300 円
未整備地域 10,300 円

児玉地域 基盤整備地域 11,400 円
未整備地域

本庄市平均 11,200 円

２．畑（普通畑）の部
締結（公告）された地域名 平均額

本庄地域 基盤整備地域 12,400 円
未整備地域 12,400 円

児玉地域 基盤整備地域 6,500 円
未整備地域 8,700 円 注

本庄市平均 12,000 円
注データ数が２筆のため平均額が高くなっています。

農地の賃借料情報について



公

民

館

20

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

中
央
公
民
館　

☎
�
２
７
９
８

◆
６
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

時
間　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後

　

１
時
～
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
６

月
22
日
㈫
は
、
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
パ
ソ
コ
ン
相
談
日
と
し
て

指
導
員
も
常
駐
し
ま
す
。

本
庄
東
公
民
館
☎
�
３
４
０
４

◆
飾
り
巻
き
寿
司
教
室

　

季
節
に
あ
っ
た
お
い
し
く
美
し

い
、
飾
り
巻
き
寿
司
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
10
日
㈭　

午
前
９
時

　

30
分
～
正
午

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
委
員

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

　

手
ふ
き

申
込　

５
月
12
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ　
　

本
庄
西
公
民
館
☎
�
８
７
８
６

◆
や
さ
し
い
茶
道
入
門
教
室　
　

　

茶
道
を
知
り
た
い
、
や
っ
て
み

た
い
と
い
う
初
心
者
の
た
め
の
茶

道
入
門
教
室
で
す
。
お
茶
を
点た

て

て
伝
統
文
化
に
触
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

日
時　

５
月
18
日
㈫
か
ら
６
月
１

　

日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日　

全
３

　

回　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

　

分
講
師　

武
正　

宗
弘　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

用
意　

白
い
ソ
ッ
ク
ス

費
用　

１
、
５
０
０
円
（
茶
・
茶

　

菓
子
代
）

申
込　

５
月
12
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
楽
し
い
歌
唱
教
室　
　
　
　
　

　

懐
か
し
い
歌
、
学
校
で
習
っ
た

歌
、
青
春
の
流
行
歌
、
忘
れ
ら
れ

な
い
心
の
歌
を
み
ん
な
で
楽
し
く

歌
い
ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
24
日
㈪
・
31
日
㈪

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

講
師　

中
村　

忍　

先
生

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込　

５
月
13
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
南
公
民
館
☎
�
８
７
８
５

◆
初
心
者
陶
芸
教
室

　

自
然
素
材
の
暖
か
さ
と
手
づ
く

り
の
楽
し
さ
を
体
験
で
き
る
陶
芸

教
室
で
す
。

　

全
く
陶
芸
経
験
が
な
い
人
も
大

歓
迎
で
す
。

日
時　

５
月
25
日
か
ら
６
月
22
日

　

ま
で
の
毎
週
火
曜
日
（
６
月
８

　

日
を
除
く
）　

全
４
回　

午
前

　

10
時
～
正
午　

講
師　

栗
林　

隆
博　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
筆

　

記
用
具

申
込　

５
月
18
日
㈫
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

藤
田
公
民
館　

☎
�
２
３
３
２

◆
童
謡
を
歌
う
教
室　

　

唱
歌
や
童
謡
を
、
懐
か
し
く
み

ん
な
で
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
歌

を
歌
う
機
会
の
少
な
い
人
、
大
歓

迎
で
す
。

日
時　

５
月
27
日
か
ら
６
月
17
日

　

ま
で
の
毎
週
木
曜
日　

全
４
回

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　

南
本　

理
美　

先
生

定
員　

50
人
（
先
着
順
）　

費
用　

無
料

申
込　

５
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室
を
開
催

日
時　

６
月
２
日
か
ら
23
日
ま
で

　

の
毎
週
水
曜
日　

全
４
回　

午

　

後
７
時
～
９
時

会
場　

市
民
体
育
館

講
師　

鈴
木　

洋
子　

先
生
（
Ｊ

　

Ｉ
Ａ
指
導
審
判
員
）

対
象　

市
内
在
住･

在
勤
者
（
親

　

子
で
の
参
加
も
歓
迎
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込　

５
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

２
０
１
０
年
前
期
市
民
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
を
開
催

日
時　

６
月
20
日
㈰

　

受　

付　

午
前
９
時
～

　

開
会
式　

午
前
９
時
20
分
～

会
場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

種
目　

男
女
ダ
ブ
ル
ス
一
部
・
二

　

部
・
三
部
リ
ー
グ

表
彰　

男
女
各
リ
ー
グ
３
位
ま
で

参
加
費　

１
ペ
ア
に
つ
き
２
、
０

　

０
０
円

申
込　

６
月
11
日
㈮
ま
で
に
シ
ル

　

ク
ド
ー
ム
・
市
民
体
育
館
・
エ

　

コ
ー
ピ
ア
の
受
付
箱
へ
申
込
用

　

紙
を
提
出
（
申
込
用
紙
は
各
施

　

設
に
あ
り
ま
す
。）

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

市
民
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ

ス
大
会
を
開
催

日
程 

６
月
20
日
㈰
（
予
備
日
は

　

６
月
27
日
㈰
）

会
場　

若
泉
第
１
・
第
２
テ
ニ
ス

　

コ
ー
ト

対
象　

児
玉
郡
市
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
者
及
び
協
会
員

種
目　

一
般
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

　

の
部
（
ペ
ア
の
合
計
年
齢
が
90

　

歳
未
満
）･

シ
ニ
ア
ミ
ッ
ク
ス

　

ダ
ブ
ル
ス
の
部
（
ペ
ア
の
合
計

　

年
齢
が
90
歳
以
上
）・
ビ
ギ
ナ
ー

　

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
の
部

※
重
複
エ
ン
ト
リ
ー
は
不
可

参
加
費
（
１
組
当
た
り
）　

　

一　

般　

２
、
０
０
０
円

　

協
会
員　

１
、
５
０
０
円

申
込　

６
月
15
日
㈫
ま
で
に
市
テ

　

ニ
ス
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

　

ttp://w
w

w
.honjo-ta.org/

）

　

又
は
大
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ

　

Ｋ
内
・
☎
�
７
３
３
１
）
へ

情報発信！
本庄市ホームページ

http://www.city.honjo.lg.jp/

　トップページをリニューアル
しました。広報ほんじょう・広報
ほんじょうおしらせ版もご覧に
なれます。

本庄市 で 検索
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た
の
し
い
お
は
な
し
会

★
本
館

日
時　

５
月
８
日
㈯
・
22
日
㈯

　

午
後
２
時
～

会
場　

図
書
館
児
童
室

内
容　

た
ん
け
ん
を
テ
ー
マ
と
し

　

た
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

協
力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

　

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日
時　

５
月
８
日
㈯　

午
前
11
時
～

　

11
時
30
分

会
場　

児
玉
分
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

協
力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

　
「
語
り
の
会
言こ

と
よ
り依
」
の
み
な
さ
ん

ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

日
時　

５
月
15
日
㈯　

午
後
２
時
～

内
容　

人
形
ア
ニ
メ『
天
女
女
房
』

会
場　

図
書
館
視
聴
覚
室

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）

日
時　

５
月
６
日
㈭
・
６
月
３
日

　

㈭　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク

　

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

　

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

　

ら
べ
う
た
な
ど

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

★
今
月
の
一
般
図
書

上
手
に
傷
つ
く
た
め
の
レ
ッ
ス
ン 

　
　
　
　
　
　
　

香
山 

リ
カ 

著

地
方
と
い
う
生
き
方

 

東
国
原 

英
夫
・
島
田 

洋
七 

著

ル
ポ
が
ん
の
時
代
、
心
の
ケ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　

上
野 

玲 

著

漢
字
と
日
本
人
の
暮
ら
し

　
　
　
　
　
　
　

阿
辻 

哲
次 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

情
報
を
整
理
す
る
新
聞
術

　
　
　
　
　
　

岸
尾 

祐
二 

監
修

社
会
を
生
き
る
た
め
の
教
科
書

　
　
　
　
　
　
　

川
井 

龍
介 

著

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ご
は
ん

　
　
　
　
　
　

銀
城 

康
子 

文

ぼ
く
は
恐
竜
造
形
家

　

荒
木 

一
成 

著

ぼ
く
は
少
年
鉄
道
員

　
　
　
　
　

西
森 

聡 

写
真
・
文

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

★
今
月
の
一
般
図
書

波
枕　
　
　
　
　
　

鳥
越 

碧 

著

手
相
占
い
―
よ
く
当
た
っ
て
幸
せ

　

に
な
る
　

田
口 

二
州 

著

一
枚
の
シ
ー
ト
で
サ
サ
ッ
と
ア
イ

　

デ
ィ
ア
が
出
る
技
術

　
　
　
　

さ
と
う 

ひ
で
の
り 

著

免
疫
力
が
ぐ
ん
ぐ
ん
高
ま
る
大
百

　

科　　　　　　　

落
合 

敏 

監
修

★
今
月
の
児
童
図
書

ミ
ク
ロ
の
世
界　

　
　
　
　

田
中 

敬
一 

文
・
写
真

サ
ー
カ
ス
の
学
校

　
　
　
　
　
　
　

西
元 

ま
り 

文

う
た
が
い
の
つ
か
い
み
ち

　
　
　
　
　
　
　

清
水 

哲
郎 

文

１
０
０
ま
で
生
き
る
？

　
　
　
　
　

柳
生 

弦
一
郎 

作

旭
公
民
館　

☎
�
５
９
４
０

◆
紙
ひ
も
エ
コ
バ
ッ
グ
教
室

　

手
づ
く
り
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う
。

日
時　

６
月
15
日
か
ら
７
月
13
日

　

ま
で
の
毎
週
火
曜
日　

全
５
回

　

午
後
２
時
～
４
時

講
師　

荒
井　

美
代
子　

先
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

４
、
０
０
０
円（
材
料
費
）

用
意　

ハ
サ
ミ
、
巻
尺
（
１
ｍ
）、

　

木
工
用
ボ
ン
ド
、
洗
濯
ば
さ
み

　
（
20
個
）、
新
聞
紙
（
１
日
分
）、

　

目
打
ち
、
重
石
（
１
㎏
ほ
ど
）、

　

筆
記
用
具

申
込　

５
月
14
日
㈮
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

仁
手
公
民
館　

☎
�
３
５
３
８

◆
健
康
づ
く
り
講
座 

「
３
Ｂ
体
操
」

　

３
つ
の
手
具
（
ボ
ー
ル
・
ベ
ル
・

ベ
ル
タ
）
を
使
っ
て
体
操
し
ま
す
。

日
時　

５
月
19
日
か
ら
６
月
９
日

　

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
４
回

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

講
師　

岩
崎　

禮
子　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）    　

費
用　

無
料

用
意  

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

　

内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
マ
ッ
ト
又
は

　

バ
ス
タ
オ
ル　
　
　
　

申
込　

５
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
作
り
教
室

　

お
い
し
く
て
、
美
容
に
も
健
康

に
も
良
い
、
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
を
あ

な
た
も
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
17
日
㈭　

午
後
１
時

　

30
分
～
４
時

講
師　

伊
藤　

美
智
子　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

　

タ
オ
ル

申
込　

５
月
24
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

北
泉
公
民
館
☎
�
２
４
８
４

◆
春
の
寄
せ
植
え
教
室

　

日
本
の
春
の
情
景
を
楽
し
む
趣

豊
か
な
寄
せ
植
え
を
作
り
ま
す
。

日
時　

５
月
28
日
㈮　

午
後
１
時

　

30
分
～
３
時

講
師　

小
松　

和
夫　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

軍
手
又
は
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、

　

エ
プ
ロ
ン
、
作
品
を
持
ち
帰
る

　

箱
又
は
袋　
　

申
込　

５
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

本　　館☎�３７４６
児玉分館☎�１７８３

開館時間／午前９時3０分～午後６時１5分
休館日／毎週月曜日
４日㈷・５日㈷（祝日休館日）
６月１日㈫（館内整理日）
ホームページアドレス
http://www.lib.honjo.saitama.jp/

本から引き出された本
マイケル・ディルダ 著

紙ひもで編んだ丈夫で
縄目の美しい手提げ
バックです

風の詩
かけがえのない毎日

星野 富弘 著
幻の恐竜

赤川 次郎 作



日　程
前原つどいの広場

｢水曜ルンルンタイム｣
午前10時～11時

日の出つどいの広場
「ひよっこ」

午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
「水曜ワクワクタイム」

午前10時～11時
５月12日㈬ 小関先生の「絵本と工作」 本庄子育てネットの｢ママサロン｣ 誕生会と魚つりあそび
５月19日㈬ 本庄子育てネットの｢ママサロン｣ 粘土あそび 親子体操（講師：立石明子先生）
５月26日㈬ 誕生会と魚つりあそび お絵かきしましょう 小関先生の ｢お話の玉手箱｣

６月２日㈬
「歯っぴい教室」～食べ物とお口
の関係～ ( 講師：歯科衛生士 ) 
※歯ブラシを持参してください。

本庄子育てネットの｢ママサロン｣ 誕生会とパネルシアター

６月９日㈬ 小関先生の「絵本と工作」 時計づくり 時の記念日製作

日　程 内　容 会　場

５月７日㈮ ママありがとう 前原児童センター

５月17日㈪ ピクニックに行こう 日の出児童センター

６月４日㈮ あめあめふれふれ 前原児童センター

実施時間は、各団体により異なります。また、天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。
日　程 時　間 回 収 場 所 等 問 い 合 わ せ

５月２日㈰
午前９時～11時 総合支所

回収品目：古紙類・缶類 ハートtoハート　☎�９３００
６月６日㈰

５月16日㈰
午前９時～11時 市役所
午後１時～３時 市民プラザ

５月19日㈬ 随時受付 就労継続支援 B 型事業所「佐久間さんち」
（本庄高校北側）

ポノポノ　　　　☎�２１９５
（旧みどり作業所）　　
佐久間さんち　　☎�９３００

｢つどいの広場｣及び｢子育て
サロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児
玉つどいの広場」は前原児
童センター）へ

22

★前原児童センター☎�９８２０

★日の出児童センター☎�０４２０子育て支援のお知らせ（５月〜６月上旬）

　乳幼児の親子が交流する場を開催しています。また、下表の日程で、親子でふれ
あうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前の申し込みは不
要です。
日時　毎週月・水・金曜日　午前９時～午後２時（祝日を除く）
場所　前原児童センター・日の出児童センター・総合支所第２庁舎３階子育て支援室

「つどいの広場」

子育てサロン ｢ゆうゆう｣ のご案内

時間　午前10時～11時30分
協力　子育て応援団「本庄びすけっと」のみなさん
※お気軽にお越しください。事前の申し込みは不要です。

※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

集 団 資 源 回 収 予 定 表

～ごみを出す前には、確認をしましょう～

資 源 ご み 回 収 量 の 報 告

　ごみの排出の際に、誤って貴重品（財布や貴金属等）を出してしまい「見つけてほしい」「探したい」と
いう問い合わせがあります。認定袋に入れられ収集場所へ出された可燃ごみ・不燃ごみは、市の委託業者の
収集車（パッカー車）が巻き込みながら圧縮して回収し、小山川クリーンセンターのごみピットへ運ばれ、
施設内で破砕や焼却により処理されます。そのため、収集場所から回収されたごみの確認は非常に困難とな
ります。
　「後悔先に立たず」です。みなさん、ごみを出す際には一度確認をしましょう。

環境推進課 ☎�1172

産業建設課 ☎�1331(内線224）

新しい「パパ・ママ応援ショップ　　　　　　
　　　　　　　優待カード」を配布しています。

　中学生までのお子さん又は妊娠中の人がいる家庭
の人が、協賛店で商品割引やポイントサービス等の特
典が受けられる「優待カード」を配布しています。
　対象家庭でまだお持ちでない人は、運転免許証や健
康保険証等を持参して下記へお越しください。
　なお、中学生までのお子さんと妊娠中の人がいる家
庭が使用できる群馬県の「ぐーちょきパスポート」も
同時配布しています。
★子育て支援課☎�１１３０、市民福祉課☎�１３３１
　(内線316)

　 3 月の市内における回収量は、以下のとおりです。
　ご協力ありがとうございます。（合計31,152㎏）
○生きびん　　4,615㎏　○その他のびん　14,532㎏　○飲料用缶　5,420㎏
○その他の缶　1,221㎏　○ペットボトル　  5,364㎏



県民相談 会場　埼玉県北部地域振興センター
　　　（熊谷地方庁舎１階）

相 談 名 相 談 日 時 な ど 問 い 合 わ せ

県 民
（行政・法律・
心配ごと相談）

毎週月〜金曜日（祝日を除く）
午前９時〜正午、午後１時〜４時
相談員＝県民相談員 北 部 地 域 振 興

センター
☎０４８−５２
２−６５０６

法 律
※予約制

毎月第１・３・４水曜日（祝日
の場合は翌日に振替）
午後１時〜４時
相談員＝弁護士

交通事故

毎週月〜金曜日（祝日を除く）
午前９時〜正午、午後１時〜４時
※相談受付は午後３時30分まで
相談員＝交通事故相談員

北 部 地 域 振 興
センター
☎０４８−５２
１−７３００

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ

行 政 ５月20日㈭　午後１時〜４時

市役所１階 市民相談室
市民課☎�１１１２

法 律
※予約制

５月26日㈬　午後１時〜４時
※５月の相談予約は、４月20日㈫に電話受付開始
※６月の相談予約は、５月20日㈭から電話受付開始

弁 護 士 に
よ る 相 談

６月９日㈬
午後１時〜４時　定員＝６人(先着順)

司法書士に
よ る 相 談

６月16日㈬・23日㈬
午後１時〜４時　定員＝６人(先着順)

労働法律
※予約制

５月12日㈬　午後１時〜４時　定員＝６人（先着順）
相談員＝弁護士　※４月20日㈫から電話受付開始

不 動 産
※予約制

５月６日㈭・６月２日㈬　午後１時〜４時　定員＝各６人（先着順）
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員
※６月の相談予約は、５月20日㈭から電話受付開始 

年 金
※予約優先

５月13日㈭　午後１時〜４時
相談員＝社会保険労務士　※随時、電話受付

税 務
※予約優先

５月11日㈫　午後１時〜４時
相談員＝税理士　※随時、電話受付

消費生活

毎週月・木曜日（祝日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分 商工課 ☎�１１７５

毎週火・金曜日（祝日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権
５月11日㈫　午前10時〜正午、午後１時〜３時 総合支所２階 研修室

人権推進課 ☎�１１５９
５月25日㈫　午前10時〜正午、午後１時〜３時 市役所１階 市民相談室

家庭児童
毎週月〜金曜日(祝日を除く)　午前９時〜午後４時 市役所１階 児童相談室

子育て支援課☎�１１２９毎週月〜金曜日(祝日を除く)　午前９時〜午後４時
※予約制（随時、電話受付） 児玉保健センター

教 育
（不登校等） 毎週月〜金曜日(祝日を除く)　午前９時30分〜午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日(祝日を除く)電話相談：午後１時30分〜５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員(臨床心理士)
☎�７３３７

心配ごと

毎週月曜日（祝日を除く） 午後１時〜４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ 市民プラザ 本庄市社会福祉協議会

☎�２７５５

５月17日㈪　午後１時〜４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結 婚

毎週水曜日（祝日を除く） 午後１時〜４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ 市民プラザ 本庄市社会福祉協議会

☎�２７５５

５月12日㈬・26日㈬　午後１時〜４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

市民相談 ( ５月～６月 )　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

23 平成22年５月１日号

障害者生活支援センター『さわやか』
☎� 5620　　FAX � 5640

●同じ障害がある人による相談
　①肢体不自由の人　随時受付
　②視覚障害のある人　事前受付
　③聴覚障害のある人　事前受付
●理学療法士による相談（身体障害のある人）
　　５月15日㈯　午後１時〜３時
　※勤労青少年ホームで実施。
●もの作りクラブ（身体障害のある人・その家族）
　　５月28日㈮　午後１時30分〜３時30分
　※勤労青少年ホームで実施。
●絵手紙教室（身体障害のある人・その家族）
　　５月22日㈯　午前９時30分〜11時30分
　※勤労青少年ホームで実施。
●介助教室（介助の人）
　　５月29日㈯　午後１時〜３時
●パソコン教室（身体障害のある人）
　毎週木曜日　午後１時30分〜３時30分



みんなのけんこう
ガイド

内　容 対象となる人 日　時 その他
すくすく相談
( 育児 ･ 栄養相談、計測 ) 相談・計測希望の人 ５月20日㈭

午前９時30分～11時 
定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

母乳相談 母乳のことで相談がある人 ６月25日㈮
午前９時30分～11時 

定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

カンガルー広場
( 情報交換 ･ 友達づくりの場 ) ０～２歳児とその保護者 ５月17日㈪

午前９時30分～正午 おやつの持ち込みはできません。

おや親タマゴ

マタニティ
エクササイズ

これからママになる人
会場：本庄市保健センター

５月12日㈬
午前10時～正午

先着 20 人。事前に電話予約してく
ださい。

母乳・沐
もく

浴 これからママ・パパになる人 ５月22日㈯
午前９時30分～正午

先着 20 組。事前に電話予約してく
ださい。

内　容 対象となる人 日　時 その他

親子ふれあい体操
１～１歳４か月
児とその保護者

６月２日㈬　午前10時～正午 
先着15組。１回ごとの参加
もできます。

子どもの成長に欠かせない食事と
は・心やことばの育ちについて ６月８日㈫　午前９時30分～正午 

からだの発達について ６月17日㈭　午前10時～正午

●育児相談・学級
【会場】児玉保健センター

※電話による育児相談は随時受け付けています。各相談・教室の予約は、本庄市保健センター（☎�２００３）へ。

◆コアラクラスのお知らせ
【会場】児玉保健センター

※5月24日㈪から本庄市保健センター（☎�２００３）へ。

内　容 対象となる人（お住まいの地域） 日　程 会　場

★３～４か月児健康診査
平成22年１月生まれ（本庄地域） ５月26日㈬ 本庄市保健センター

平成21年12月～平成22年１月生まれ（児玉地域） ５月20日㈭ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

☆９～10か月児健康相談 平成21年７月生まれ（市内全域） ５月26日㈬ 本庄市保健センター

★１歳６か月児健康診査
平成20年10月生まれ（本庄地域） ５月24日㈪ 本庄市保健センター

平成20年９月～10月生まれ（児玉地域） ５月19日㈬ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

☆２歳児健康相談 平成20年４月生まれ（市内全域） ５月25日㈫ 本庄市保健センター

★３歳児健康診査
平成19年４月生まれ（本庄地域） ５月25日㈫ 本庄市保健センター

平成19年３月～４月生まれ（児玉地域） ５月18日㈫ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

●乳幼児健康診査・健康相談
【受付時間】☆印…午前９時30分～10時、★印…午後１時～１時30分

※対象者には通知します。

24

児玉保健センター　☎�５５４０ 本庄市保健センター　☎�２００３
※各保健センターへのお問い合わせは
　午前８時30分からです。　

※児玉保健センターは不在の場合もあります。事前に電話でお問い合わせください。

みんなのけんこう
ガイド

『平成 22 年度健康カレンダー』もご覧ください。（お持ちでない人は保健センターまで）

※駐車場は、児玉総合支所又は　
　第２庁舎をご利用ください。

第２庁舎

児玉分署

コンビニ
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子
宮
頸け

い

が
ん
・
乳
が
ん
検
診

（
集
団
検
診
）の
お
知
ら
せ 

　

今
年
度
よ
り
予
約
制
と
な
り
ま

し
た
。
受
診
前
に
、
必
ず
本
庄
市

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
女
性
の
が
ん
検
診
は
２

年
に
一
度
、
継
続
的
に
受
診
す
る

こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
受

診
券
が
届
か
な
い
人
で
受
診
を
希

望
す
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

実
施
日

○
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

　

６
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮
、
７
月

　

12
日
㈪
・
13
日
㈫
、
８
月
９
日

　

㈪
～
11
日
㈬

○
児
玉
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

　

６
月
29
日
㈫
、
７
月
７
日
㈬
・

　

９
日
㈮

受
付
時
間　

午
後
１
時
～
２
時

対
象
者　

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
20

　

歳
以
上
、
乳
が
ん
検
診
は
30
歳

　

以
上
の
女
性

料
金　

子
宮
頸
が
ん
６
０
０
円
、

　

乳
が
ん
（
視
触
診
）
３
０
０
円
、

　

乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
６
０
０

　

円
予
約
受
付
期
間

　

５
月
10
日
㈪
～
６
月
10
日
㈭

※
大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
希
望
者

は
、
集
団
検
診
時
に
も
申
し
込
み

が
で
き
ま
す
。（
料
金
５
０
０
円
）

子
宮
頸
が
ん
検
診
（
個
別
検
診
）

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

　

対
象
者
は
集
団
検
診
と
同
じ
で

す
。
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
指
定
医
療

機
関
で
の
受
診
と
な
り
ま
す
。
事

前
に
受
診
医
療
機
関
へ
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

平
成
23
年
３
月
31
日

　

㈭
ま
で

料
金　

１
、
７
０
０
円

※
平
成
21
年
度
中
に
、
20
・
25
・

30
・
35
・
40
歳
を
迎
え
た
人
に
は
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
、
40
・
45
・
50
・
55
・
60

歳
を
迎
え
た
人
に
は
、
乳
が
ん
検

診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
後
日
郵

送
し
ま
す
。

Ⅰ
Ｂ
Ｓ
（
過
敏
性
腸
症
候
群
）

に
つ
い
て

　

腹
痛
や
腹
部
不
快
感
を
伴
う
下

痢
や
便
秘
な
ど
の
便
通
異
常
が
慢

性
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
疾
患
の
こ

と
。
10
～
30
代
の
若
い
年
代
に
比

較
的
多
く
見
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、

日
本
人
の
10
人
に
１
人
が
当
て
は

ま
る
と
推
定
さ
れ
る
ほ
ど
、
だ
れ

も
が
な
り
う
る
疾
患
で
す
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｓ
が
ほ
か
の
下
痢
、
便
秘

と
違
う
の
は
、
腹
痛
、
腹
部
の
張

り
、
お
な
か
が
鳴
る
と
い
っ
た
腹

部
症
状
を
伴
う
こ
と
と
、
排
便
に

よ
っ
て
症
状
が
軽
減
す
る
と
い
う

症
状
を
伴
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
症
状
が
ひ
ど
い
場
合

は
、
電
車
や
車
の
中
で
も
急
に
ト

イ
レ
に
行
き
た
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
学
校
や
会
社
に

行
け
な
く
な
っ
た
り
、
外
出
を
控

え
る
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、

日
常
生
活
の
質
を
低
下
さ
せ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
が
起
こ
り
、
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｓ
は
そ
の
症
状
に
よ
っ
て

次
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

①
下
痢
型
…
『
泥
状
便
・
水
様
便
』

　

が
多
い
。
男
性
に
多
い
。

②
便
秘
型
…
『
硬
い
便
・
コ
ロ
コ

　

ロ
便
』
が
多
い
。
女
性
に
多
い
。

③
混
合
型
…
①
と
②
を
繰
り
返
す
。

[

腸
内
で
便
の
出
来
る
し
く
み]

　

私
た
ち
は
、
通
常
１
日
に
約
１

５
０
～
２
０
０
ｇ
の
便
を
排は

い
せ
つ泄
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
成
分
の
ほ
と

ん
ど
（
70
～
80
％
）
は
水
分
で
す
。

通
常
、
胃
か
ら
腸
に
流
れ
て
き
た

消
化
物
に
は
、
多
量
の
水
分
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
約
20
時

間
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
腸
内
を
通

過
し
な
が
ら
、
水
分
が
腸
に
吸
収

さ
れ
て
適
度
な
硬
さ
の
便
と
な
り

ま
す
。

[

下
痢
の
起
こ
る
理
由]

　

腸
の
運
動
が
過
剰
に
な
り
、
消

化
物
が
早
く
通
過
し
た
り
、
大
腸

炎
や
食
中
毒
な
ど
で
腸
粘
膜
か
ら

の
分
泌
が
増
え
た
り
す
る
と
、
腸

で
十
分
な
水
分
が
吸
収
で
き
ず
、

泥
状
や
液
状
の
便
と
な
っ
て
下
痢

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

[

便
秘
の
起
こ
る
理
由]

○
弛し

か
ん緩
性
便
秘
（
糖
尿
病
等
で
結

　

腸
の
働
き
が
鈍
く
な
る
。）

○
大
腸
が
ん
や
ポ
リ
ー
プ
な
ど
に

　

よ
り
腸
が
狭
く
な
っ
て
通
り
に

　

く
く
な
っ
た
り
す
る
と
、
消
化

　

物
が
長
時
間
留と

ど

ま
っ
て
い
る
た

　

め
、
消
化
物
の
水
分
が
腸
に
吸

　

収
さ
れ
過
ぎ
て
し
ま
う
。

○
過
敏
性
便
秘
（
痙け

い
れ
ん攣
等
が
原
因

　

で
腸
が
狭
く
な
る
。）

○
習
慣
性
便
秘
（
我
慢
す
る
こ
と

　

に
よ
り
便
が
直
腸
に
た
ま
る
。）

[

Ｉ
Ｂ
Ｓ
の
治
療]

　

脳
が
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

る
と
、
そ
の
信
号
が
腸
に
伝
わ
っ

て
腸
の
粘
膜
か
ら
セ
ロ
ト
ニ
ン
が

分
泌
さ
れ
ま
す
。
こ
の
作
用
に
よ

り
腸
の
運
動
に
異
常
が
お
き
、腹
痛

や
下
痢
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

[

治
療
法
に
つ
い
て]

　

Ｉ
Ｂ
Ｓ
の
主
な
治
療
法
は
次
の

と
お
り
で
す
。
①
・
②
に
つ
い
て

は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
改
善
に

よ
る
も
の
で
す
。

①
食
事
療
法

　

脂
っ
こ
い
も
の
、
乳
製
品
、
ア

ル
コ
ー
ル
等
が
下
痢
の
原
因
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
。

②
運
動
療
法

③
薬
物
療
法

・
セ
ロ
ト
ニ
ン
３
受
容
体
拮き

っ
こ
う抗
薬

　

腸
に
作
用
す
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
の

働
き
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、

腸
の
運
動
異
常
や
痛
み
を
改
善
す

る
。
男
性
の
下
痢
型
Ｉ
Ｂ
Ｓ
に
効

果
の
あ
る
新
薬
。

・
高
分
子
重
合
体

　

便
に
含
ま
れ
る
水
分
量
を
改
善

し
、
便
の
硬
さ
を
調
節
す
る
。

・
消
化
管
運
動
調
節
薬

　

消
化
管
の
動
き
を
活
発
に
し
た

り
抑
え
た
り
す
る
薬
。

・
抗
コ
リ
ン
薬

　

腸
の
異
常
な
運
動
を
抑
え
る
薬
。

・
こ
の
他
、
乳
酸
菌
製
剤
や
下
剤

等
が
あ
り
ま
す
。

『平成 22 年度健康カレンダー』もご覧ください。（お持ちでない人は保健センターまで）

医
療
メ
モ

本
庄
市
児
玉
郡
医
師
会
広
報
部

医
療
メ
モ

本
庄
市
児
玉
郡
医
師
会
広
報
部
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休 日 急 患 の 診 療

５月９日㈰ 本庄皮膚科形成外科医院 銀座３丁目 ☎�３２３３

５月16日㈰ 児玉清水クリニック 児玉町児玉 ☎�７５４３

５月23日㈰ 関 口 外 科 医 院 上里町神保原町 ☎�８２０８

５月30日㈰ 関根内科外科医院 神川町新里 ☎�７６６７

６月６日㈰ 関 根 外 科 医 院 東台４丁目 ☎�３５９６

ご利用ください！小児救急電話相談｢#8000｣
　休日や夜間のお子さんの急病時に
ご 利 用 く だ さ い 。 県 内 で あ れ ば 、
プッシュ回線の電話や携帯電話から
「#8000」を押すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～11時
・日曜日、祝日、年末年始 午前９時～
　午後11時

★119番は、緊急時（火災やけが
人など）の受付専用電話番号で
す。夜間など、時間外に診療可能
な病院については、児玉郡市広域
消防本部指令課（☎�1119）でご
案内していますので、ご利用くだ
さい。ただし、診療科目によって
は、県外や児玉郡市以外の病院を
ご案内する場合もあります。

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所
　( 本庄市保健センター内☎�３３２２)
　※これまで本庄市保健センターと同じ電話番号でしたが、別の番
　号になりました。
　　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～ 10 時
　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。
●在宅当番医療機関
　　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もありますの
　で、確認してからお出かけください。

○開催スケジュール
日　程 テ ー マ

５月22日㈯ 里山と里山の生き物たち
６月12日㈯ 里山の循環と人の暮らし
７月24日㈯ 人と自然の歴史（大久保山の人々の暮らし）
９月18日㈯ 人と自然の歴史（大久保山の近代、現代）
10月16日㈯ 自然の恵み、秋の散策
11月14日㈰ 自然を味わう、森の恵み
12月18日㈯ １日里山作業体験
１月23日㈰ まとめ（里山と人々の関わり）

　　※できるだけすべての回の参加をお願いします。
　　時間　午前９時～正午（12月18日㈯は終日）

■
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開催日程　右表のとおり
集合場所　早稲田リサーチパークコミュ
　ニケーションセンター１階レストラン
　馬車道前
講師　高野　孝子　氏（早稲田大学Ｗ
　ＡＶＯＣ客員准教授）、大堀　聰　氏
　（早稲田大学自然環境調査室）ほか
対象　児玉郡市在住・在勤・在学者（親
　子での参加も可能です。）
定員　30人程度（多数の場合抽選）
※応募者全員に、後日連絡します。
費用　無料
用意　タオル、飲み物、帽子、長そで長
　ズボン（黒いものは避ける）、筆記用
　具ほか
申込　５月13日㈭までにファックス又は電話で下記へ
※ファックスの場合は、住所・氏名・年齢（学年）・連絡先（電話番号又は電子メールアドレス）を明記
してください。
★㈶本庄国際リサーチパーク研究推進機構☎�７４５５・蕭�７４６５

―ホームページ（http://www.howrarp.or.jp/）もご覧ください。―

早稲田大学本庄キャンパスのある大久保山に残された里山の中で、動植物の観察だけでなく、
里山の循環について学び、体験しましょう。さらに歴史にも触れ、時の流れを通じて、人と自
然の関わりについて考えます。
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開催！


